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ೣਮ崝イエン崡は ���4 ফのভ社য়ਰਟ、 ಖഡ除振崟崡テムଲષをৢじ、 ఢఈ振を

させる岽とに峲り、 社ভのرなの生ਓਙ峮ષସの上にఞଖしてりまし峉。

ಖഡ除振崟崡テムは、 ෫からの振をし、 振を岰ಎ置の崹崽崑ー嵆ン崡をৈ峫、 生ਓ

峮ଢ଼の現ৃに岴岻る生ਓਙ峮ષସの上にఞଖします。 ଲୗの生ਓライン峮ଢ଼ਝなど

で৬ଲୗਫ਼ਪಎ置、 )3' ଲୗਫ਼ਪಎ置、 電ႀྰ、 ಖഡੵ機༊、 ಖഡ機

などرなಎ置を振からஹり、 ೣਮ崝イエン崡のಖഡ除振崟崡テムはણඩしています。

りなく૮振に峏岻る、 رな除振崟崡テム。

ೣਮ崝イエン崡は、 振を除振する峉峫空ਞ峚峗を৬とし峉、 ཪなಖഡ除振崟崡テムଲ

ષをラインナップしています。
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ೣਮ崝イエンス峙
「振動・音を制御するプロフェッショナル」です。



崹ッシ崾除振台の要

・��はじめに

ಖഡਃ器を設઼する場合の୭੯として、振動、ఠ、ആဒ度、空気のৌ、崗リーン度、気などがあ岼峳れます。これ峳の੯を
い岵にコント嵕ールする岵が、ಖഡਃ器のಖ度・性能にপきく୶を峦します。

除振台は、盤、੦ຊ、෫など岵峳する振動をᄭする目的で使用されて岴り、ಖഡਃ器のಖ度・性能にਂ૭ಳなಎ઼です。
除振台のඞ岰振動のপきさはಖഡਃ器により౮なり、ಖഡਃ器の特性に合わせて除振性能を設定しな岻ればなりませ峽。さ峳に除振と
い岰ਔ合いでは、設઼෫岵峳してくる振動のみを減衰することはૼ的に峬ઍಔですが、ෞにಕ有振動数をくして除振୩ୠ
をপきくして峬、ਃ器ડの移動質量がઉம除振台峢用した場合、ਃ器のਈી性能峮、ඝ性にপきく୶するため、これ峳をઅൟ
したેীな計が必要です。

また、除振台にはಖഡਃ器のಖ度にப୶を峦す振動をり除く岣除振岤の૽સのに、ਃ༊（プレス、嵅ンプಉ）の振動をਗ部�
に岲ないことを目的とした岣防振岤の૽સ峬あります。

Ⴈでは、各ಖഡਃ器峮一般的な設઼୭をઅൟして除振台の設計をষ峍て岴りますが、計మで要হඨがનにな峍ていれ
ば、ಖഡਃ器にి合した除振台設計をষ岰ことは૭能です。

মછでは、除振台種థと主要部品の岾ງஂと除振台構成例と除振台の特性例を੶載しています。

�.除振台の除振ટ

除振ટとは、除振台を使用することにより設઼෫岵峳の振動をどの程度減させることができた岵を示す峬のです。
設઼෫の振動と除振台上の振動のૻ岣振動૨岤で示します。

　����������������������������������　�������岧除振台上の振動岨ط岧設઼෫上の振動岨ٙ岧ૻ૨岨
　　�����������������������������������������G%� ��0ORJ�0（ૻ૨）、0G%� ��

これは、ಕ有振動数3.0+]、ુ振૨��G%の除振台の除振ટを示しています。

除振台上の振動が෫振動とૻຎして、除振台のಕ有振動数3.0+]で৺�（��G%）ੜ்し、৺4.�+]（ಕ有振動数の৺ܣ�）
ਰ上のఢణ数୩ୠで減させている（除振している）ことをします。　　

振動૨グラフ
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外部からの振を機ஓ峢岲ない 機ஓ峲り生する振を外部峢岲ない

除振 ଆ振

嵣� はじ峫に

�� 除振台の除振効果

ಖഡ機ஓをਝ置するৃ়の୭੯として、 振、 ఠ、 ആဒ২、 空ਞのৌ、 クリーン২、 ਞなどがあ岼られます。 岽れらの
੯をいかにコントロールするかが、 ಖഡ機ஓのಖ২嵣ਙ能に大きく୶を峦します。

除振台は、ೕ、੦ຊ、෫などからする振をᄭする৯でઞ৷されて岴り、ಖഡ機ஓのಖ২嵣ਙ能にਂ可ಳなಎ置です。
除振台のඞ岰振の大きさはಖഡ機ஓに峲り౮なり、 ಖഡ機ஓの特ਙに়峹せて除振ਙ能をਝしな岻れ峚なりませ峽。 さらに除振とい
岰ਔ়いでは、 ਝ置෫からしてくる振の峩をဃする岽とはૼに峬ઍಔですが、 ෞにಕ有振ਯをくして除振୩ୠを
大きくして峬、 機ஓડのସがઉ接除振台峢৷し峉ৃ়、 機ஓのਈીਙ能峮、 ඝਙに大きく୶する峉峫、 岽れらをઅൟし
峉ેীなੑが必要です。

ま峉、 除振台にはಖഡ機ஓのಖ২にப୶を峦す振をり除く岣除振岤 の૽સのに、 機༊قプ嵔崡、 嵅ンプ等ك の振を外
部に岲ない岽とを৯とし峉岣ଆ振岤 の૽સ峬あります。

弊社では、ಖഡ機ஓ峮一ಹなਝ置୭をઅൟして除振台のਝੑをষ峍て岴りますが、ੑమで要হඨがનにな峍ていれ峚、
ಖഡ機ஓにి়し峉除振台ਝੑをষ岰岽とは可能です。

মછでは、 除振台種類と要部ષのごງஂと除振台構成と除振台の特ਙを੶ൗしています。

除振効果とは、 除振台をઞ৷する岽とに峲りਝ置෫からの振をどのங২させる岽とができ峉かをંす峬のです。
ਝ置෫の振と除振台上の振のૻ岣振૨岤 でંします。

岧除振台上の振岨ط岧ਝ置෫上の振岨ٙ岧ૻ૨岨
G%  ��ORJૻق��૨ك、�G%  �

岽れは、 ಕ有振ਯ ���+]、 共振૨ ��G%の除振台の除振効果をંしています。

除振台上の振が෫振とૻຎして、 除振台のಕ有振ਯ ���+]で৺ �ق��G%ك ੜ்し、 ৺ ك�ڝಕ有振ਯの৺ق[+��4
ਰ上のఢణਯ୩ୠでさせているق除振しているك 岽とをします。 　　

崘ラ崽からഭ峩ると、 除振台上の振は �+]で ���G%ق෫振の 、ك��� ��+]で ���G%ق෫振の 、ك��� ��+]で ���G%
෫振のق ك�� までさせている岽とになります。

崹ッ崟ブ除振台の要
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崘ラ崽からഭ峩ると、除振台上の振は6H]で�10dBق෫振の30%10、كH]で�20dBق෫振の10%20、كH]で�30dB
。までさせている岽とになりますك෫振の3%ق

ৣの崘ラ崽は、ಎ置がਝ置されるの෫の振கと、峇の෫にᅚの振特ਙを峍峉除振台をਝ置し峉ৃ়の
除振台上振கをトリ崹タイト崘ラ崽にてંし峉峬のです。除振台上の振はಕ有振ਯである3H]ఢఈで෫振峲り
ੜ்していますが、4H]ਰఋのఢణਯで除振効果が੭られている岽とがীかります。

��除振台の衝撃応答

崡テージ等を除振台上に࿌ൗすると、峇のฌৎの衝撃に峲り峚峗上の৬は衝撃ીവ峬௺のಕ有振ਯにてঽ振をষい　
ます。ঽ振のਸச২が大きいと衝撃、峇のณれがૃするまでのৎق崣ットリン崘タイムكが長くなります。

ステージ衝撃応答　自由振動振幅（変位）mm

変位mm

�� 除振台の衝撃応答

崡テージ等を除振台上に࿌ൗすると、 峇のฌৎの衝撃に峲り峚峗上の৬は衝撃ીവ峬௺のಕ有振ਯにてঽ振をষい　
ます。 ঽ振のਸச২が大きいと衝撃、 峇のณれがૃするまでのৎق崣ットリン崘タイムك が長くなります。

ৣの崘ラ崽は、 ಎ置がਝ置されるの෫の振கと、 峇の෫にᅚの振特ਙを峍峉除振台をਝ置し峉ৃ়の
除振台上振கをトリ崹タイト崘ラ崽にてંし峉峬のです。 除振台上の振はಕ有振ਯである �+]ఢఈで෫振峲り
ੜ்していますが、 4+]ਰఋのఢణਯで除振効果が੭られている岽とがীかります。

$&& �FP�VHF2�
1

0.1

0.01

0.001

0.0001
� ���� ���

'
,6
�̭
P
�

9(
/
�P
P
�V
�

)5(48(1&< �+]�

� ̭
P

���
̭ P

���
� ̭
P

���
��
̭ P

���FP�VHF 2

����FP�VHF 2

�����FP�VHF 2

ਝ置෫上
除振台上
9&�$
9&�%
9&�&
9&�'
9&�(

岽の崘ラ崽は、 ಕ有振ਯ ���+]、 共振૨ ��G%の除振台上に、 崡テージସ ��NJ、 崡テージச২ ���P�V、 ੍ସ ���NJを࿌
ൗし峉ৃ়、 崡テージの衝撃に୳されるঽ振をંしています。

崹ッ崟ブ除振台のਙ能は一ಹにಕ有振ਯをくするقໞらかくするك と除振ਙ能はଐくなりますが、 衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムك
がபくなり、 ಕ有振ਯをৈくするقໂくするك と除振ਙ能はபくなるが、 衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムك はଐくなります。

除振台の৭峮ਝੑは、 ࿌ൗ機ஓの特ਙをཔし、 除振ਙ能と衝撃ဃਙ能に峎いてిજな崸ラン崡をઅൟする岽とが必要です。
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岽の崘ラ崽は、ಕ有振ਯ3.0Hz、共振૨17dBの除振台上に、崡テージସ50kg、崡テージச২0.2m/s、੍ସ500kgを
࿌ൗし峉ৃ়、崡テージச২0.2m/s、੍ସ500kJを࿌ൗし峉ৃ়、崡テージの衝撃に୳されるঽ振をંしてい
ます。

崹ッ崟ブ除振台のਙ能は一ಹにಕ有振ਯをくするقໞらかくするكと除振ਙ能はଐくなりますが、衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘
タイムكがபくなり、ಕ有振ਯをৈくするقໂくするكと除振ਙ能はபくなるが、衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムكはଐくなります。

除振台の৭峮ਝੑは、࿌ൗ機ஓの特ਙをཔし、除振ਙ能と衝撃ဃਙ能に峎いてిજな崸ラン崡をઅൟする岽とが必要です。
��ଆ振౫の種類とਙ能

3-1ଆ振౫の種類別特ඉૻຎ

除振台にはرなଆ振౫ق峚峗كがあり、峇れ峈れにਙ能の特ඉがあります。

なଆ振౫は
嵣空ਞ峚峗ق嵁ロー崢ك
嵣空ਞ峚峗ق崨イ嵌崽ラムك
嵣コイル崡プリン崘
嵣ଆ振崜ム

などがあります。

3-2空ਞ峚峗ق嵁ロー崢كタイプ

空ਞ峚峗ق嵁ロー崢ك除振台の特ඉ

嵁ロー崢とは、峇の૾がじ峭峚らق嵁ロー崢૾كをしていると岽峷から岽のళ峝が峎いて岴ります。嵁ロー崢空ਞ峚峗は、崜ムჍの
がなくິ୲ਙが優れている峉峫、一ಹਓ৷空ਞ峚峗の峥かにৈசな崡テージق崔ントリーك峮ৈੱなಎ置に峬఼৷されて
岴ります。

嵣除振ਙ能峬衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムك峬ଐい。
্ಕ有振ਯ：3.0H]ங২
ႄઉ্ಕ有振ਯ：3.0H]ங২

嵣࿌ൗのੱがして峬嵔嵁ル৹ତஓに峲る空ਞஔ
で嵔嵁ルをに৳峎岽とが可能。
嵣空ਞのஔが必要なる

嵁ロー崢タイプの除振ਙ能
　࿌ൗ：7ton　空ਞ峚峗4ઞ৷ৎ

ଆ振౫種類別特ඉૻຎ

除振ਙ能
衝撃ဃਙ能
كӂҳӈӜӡҼӢӄҶӕق

ӞӑӢӝ୮షਙ能 ત

空ਞ峚峗
كӑӢӟҴӁӢق

○ ○

空ਞ峚峗
كӄӢҶӘӐӛӕق

○ ○

コイル
崡プリン崘

○ ○ △

ଆ振崜ム △ △

◎

◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

◎

：ਈ峬ଐいقતがいك
○：ଐい
△：ଐくないقતがৈいك
＊嵔嵁ル୮షਙ能は、除振台上で崡テージなどのがし峉ৃ়に生する峚峗
のൊきを୮షさせるਙ能。
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◎

：ਈ峬ଐいقતがいك
○：ଐい
△：ଐくないقતがৈいك
＊嵔嵁ル୮షਙ能は、除振台上で崡テージなどのがし峉ৃ়に生する峚峗
のൊきを୮షさせるਙ能。

�� ଆ振౫の種類とਙ能

��� 空ਞ峚峗 ك嵁ロー崢ق タイプ

��� ଆ振౫の種類別特ඉૻຎ

除振台にはرなଆ振౫ق峚峗كがあり、峇れ峈れにਙ能の特ඉがあります。

空ਞ峚峗ق嵁ロー崢ك除振台の特ඉ

嵁ロー崢とは、 峇の૾がじ峭峚らق嵁ロー崢ك ૾をしていると岽峷から岽のళ峝が峎いて岴ります。 嵁ロー崢空ਞ峚峗は、 崜ムჍの
がなくິ୲ਙが優れている峉峫、 一ಹਓ৷空ਞ峚峗の峥かにৈசな崡テージق崔ントリーك 峮ৈੱなಎ置に峬఼৷されて
岴ります。

嵣 除振ਙ能峬衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムك 峬ଐい。
　্ಕ有振ਯ： ���+]ங২
　ႄઉ্ಕ有振ਯ： ���+]ங২
嵣࿌ൗのੱがして峬嵔嵁ル৹ତஓに峲る空ਞஔ
　で嵔嵁ルをに৳峎岽とが可能。
嵣 空ਞのஔが必要。

なଆ振౫は
　嵣空ਞ峚峗ق嵁ロー崢ك
　嵣空ਞ峚峗ق崨イ嵌崽ラムك
　嵣コイル崡プリン崘
　嵣ଆ振崜ム
などがあります。

嵁ロー崢タイプの除振ਙ能
　࿌ൗ：�WRQ　空ਞ峚峗4ઞ৷ৎ
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3-3空気ばね（ダイヤフラム型）タイプ

空気ばね（ダイヤフラム型）除振台の特徴

・除振性能も衝撃減衰性能（セットリングタイム）も良い。
・このダイヤフラム型空気ばねは一般的に防振ゴムとセットで使用する。

防振ゴム（積層ゴム）の硬さや配置で水平固有振動数の設計が可能
空気タンクの容積で垂直固有振動数の設計が可能

・搭載物の重心が移動してもレベル調整器による空気供給でレベルを水平に保つことが可能。水平⽅向固有振動数：1.5〜4Hz程度
・空気の供給が必要なる。垂直⽅向固有振動数：1.5〜4.5Hz程度

空気ばね（ダイヤフラム型）の構造
ダイヤフラム型空気ばねは、⾦具とゴム膜で形成されており、空気ばねに圧縮空気を封⼊して空気の圧縮性をばねに利用する構造です。
レベルを水平に保つ目的で空気供給を必要とするため、自動レベル調整器をセットで使用します。

3-4コイルスプリングタイプ

コイルスプリング除振台の特徴

・除振性能も衝撃減衰性能（セットリングタイム）も⽐較的良い。
水平⽅向固有振動数：2〜4Hz程度
垂直⽅向固有振動数：4〜7Hz程度

・空気を必要としない（メンテナンスフリー）。
・デメリットとして、搭載物の重心が移動するとスプリングのたわみにより、
　傾きが生じる。

標準品コイルスプリング（VSM）の除振性能

嵔嵁ル৹ତ機構

コイル崡プリン崘

ဃ౫ 9(0

圧ೠ空ਞ

崒リ崽ィ崡

স

浮上১
空ਞ ,1、 287

空ਞ ,1、 287

ಽ崜ム、 ீଆ振崜ム

崨イ嵌崘ラムق崜ムჍك

空ਞタンク

��� 空ਞ峚峗 ك崨イ嵌崽ラムق タイプ

空ਞ峚峗ق崨イ嵌崽ラムك 除振台の特ඉ

空ਞ峚峗ق崨イ嵌崽ラムكの構ୗ

��4 コイル崡プリン崘タイプ

崨イ嵌崽ラム空ਞ峚峗は、সと崜ムჍで成されて岴り、空ਞ峚峗に圧ೠ空ਞをຆোして空ਞの圧ೠਙを峚峗にਹ৷する構ୗです。
嵔嵁ルをに৳峎৯で空ਞஔを必要とする峉峫、 ঽ嵔嵁ル৹ତஓを崣ットでઞ৷します。

コイル崡プリン崘除振台の特ඉ

嵣除振ਙ能峬衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムك 峬ૻຎଐい。
　　্ಕ有振ਯ： ع� 4+]ங২
　　ႄઉ্ಕ有振ਯ： ع4 �+]ங২
嵣空ਞを必要としないق嵉ンテナン崡崽リーك。
嵣 崯嵉リットとして、 ࿌ൗのੱがすると崡プリン崘の峉峹峩に峲り、
　ൊきが生じる。

嵣 除振ਙ能峬衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムك 峬ଐい。
嵣��岽の崨イ嵌崽ラム空ਞ峚峗は一ಹにଆ振崜ムと崣ットでઞ৷する。
ଆ振崜ムقಽ崜ムك のໂさ峮ଦ置でಕ有振ਯのਝੑが可能。
空ਞタンクのઍでႄઉಕ有振ਯのਝੑが可能。
্ಕ有振ਯ： ع��� 4+]ங২
��ႄઉ্ಕ有振ਯ： ع��� 4��+]ங২
嵣 ࿌ൗのੱがして峬嵔嵁ル৹ତஓに峲る空ਞஔで嵔嵁ルをに৳峎岽とが可能。
嵣 空ਞのஔが必要。

標準ષコイル崡プリン崘ك960قの除振ਙ能
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標準品コイルスプリング（VSM）の除振性能

3-5防振ゴムタイプ

防振ゴム除振台の特徴

・除振性能があまり良くないが、衝撃減衰性能（セットリングタイム）が良く安定性が高い。
・価格が安く、空気を必要としない（メンテナンスフリー）。
・デメリットとして、搭載物の重心が移動すると防振ゴムのたわみにより、傾きが生じる。

　　 一般にステージ移動で防振ゴムがたわむ量：0.3～0.4mm程度（目安）

防振ゴムは、搭載質量に合わせてサイズ、個数を選定します。

　　例）防振ゴムを使用した除振台

防振ゴムタイプの除振性能

4.自動レベル調整器　

除振台の主要構成部品として自動レベル調整器があります。
自動レベル調整器には各種の型式がありますが、標準的除振台に使用しているタイプを下図に示します。
この自動レベル調整器は、内部に空気のシール部品として極めて小さなダイヤフラムを内蔵。Oリングなどの
摺動部品が無いため、半永久的な寿命を保有します。

粗動調整ボルトまたは微動調整ボルトを
時計方向にひねり、カンチレバーを下方に
変位させると空気ばねに給気され、定位盤
のレベルが上昇します。
（下降の場合、反時計方向）

この調整により、定盤のレベルを設定すると、

� � 例）防振ゴムを使用した除振台

防振ゴム

標準品コイルスプリング（VSM）の除振性能

3-5防振ゴムタイプ

防振ゴム除振台の特徴

・除振性能があまり良くないが、衝撃減衰性能（セットリングタイム）が良く安定性が高い。
・価格が安く、空気を必要としない（メンテナンスフリー）。
・デメリットとして、搭載物の重心が移動すると防振ゴムのたわみにより、傾きが生じる。

　　 一般にステージ移動で防振ゴムがたわむ量：0.3～0.4mm程度（目安）

防振ゴムは、搭載質量に合わせてサイズ、個数を選定します。

　　例）防振ゴムを使用した除振台

防振ゴムタイプの除振性能

4.自動レベル調整器　

除振台の主要構成部品として自動レベル調整器があります。
自動レベル調整器には各種の型式がありますが、標準的除振台に使用しているタイプを下図に示します。
この自動レベル調整器は、内部に空気のシール部品として極めて小さなダイヤフラムを内蔵。Oリングなどの
摺動部品が無いため、半永久的な寿命を保有します。

粗動調整ボルトまたは微動調整ボルトを
時計方向にひねり、カンチレバーを下方に
変位させると空気ばねに給気され、定位盤
のレベルが上昇します。
（下降の場合、反時計方向）

この調整により、定盤のレベルを設定すると、

� � 例）防振ゴムを使用した除振台

防振ゴム

��� ଆ振崜ムタイプ

4� ঽ嵔嵁ル৹ତஓ　

ଆ振崜ム除振台の特ඉ

除振台の要構成部ષとしてঽ嵔嵁ル৹ତஓがあります。
ঽ嵔嵁ル৹ତஓには種のૄがありますが、 標準除振台にઞ৷しているタイプをৣにંします。
岽のঽ嵔嵁ル৹ତஓは、 部に空ਞの崟ール部ષとしてா峫て৵さな崨イ嵌崽ラムを。 2リン崘などの
⍥部ષが૮い峉峫、 ె୲なํ୵を৳有します。

႗৹ତ嵄ルトま峉は৹ତ嵄ルトを
ৎੑ্に峜峗り、 崓ンチ嵔崸ーをৣ্に
ਜ਼させると空ਞ峚峗にஔਞされ、 ਜ਼ೕ
の嵔嵁ルが上ಊします。
、ఋのৃ়ৣق ખৎੑ্ك

ଆ振崜ムは、࿌ൗସに়峹せて崝イ崢、ਯを৭します。

ଆ振崜ムタイプの除振ਙ能

كଆ振崜ムをઞ৷し峉除振台

嵣除振ਙ能があまりଐくないが、衝撃ဃਙ能ق崣ットリン崘タイムكがଐくਙがৈい。
嵣તがく、空ਞを必要としないق嵉ンテナン崡崽リーك。
嵣崯嵉リットとして、࿌ൗのੱがするとଆ振崜ムの峉峹峩に峲り、ൊきが生じる。
　一ಹに崡テージでଆ振崜ムが峉峹峪：��4ع���PPங২ق৯ك

岽の৹ତに峲り、 ೕの嵔嵁ルをਝすると、
などでೕに嵔嵁ルのが
生じて峬、 ঽに嵔嵁ルのଓਫをষいます。

嵣 ૐরൾਞঽ嵔嵁ル৹ତஓ　

ঽ圧力৹ତஓからൾ出される空ਞは、 ম৬にહ岻られ峉チューブをৢり
ൾ出されます。
岽のチューブのഈを外などに৫ଣすると、 の空ਞをළす岽とはありませ峽。
クリーンルームにిしています。
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�� 除振効果の

嵣 岴峹りに

ಖഡ除振台に要されるユー崞ーニー崢に応岲、さらにৈਙ能な除振台を৫す峣く、種ৈਙ能振ੑ嵣振ੰෲ機7((ق、モー崨ルアナラ
イ崞ーك、コンピュター等をਹ৷し、ੰෲに૽য়てています。ਰৣにع��のੰෲをંします。

 �は、 大ਸ振ৰୡ台をઞ৷し、 し峉
振૨をંします。

মੰෲ্১はಖ২峲く振૨等の
をষ岰্১です。

ৰ機࿌ൗৎにはモー崨ルアナリ崟崡嵣 振
ಅઍகのનੳ等がষ岲る嵉リット峬あり、
ま峉、 ఢణਯ嵣ਸச২、 振்等をঽに
コントロールできます。

峇のನ、 ఢ೧の୭に୶され峄ಖ২
峝ગ現峲くが可能です。

 �は、 ෫上に除振台を崣ットし、 พ振に岴
いてをষ峍峉ৰୡで除振台の෫上とೕ
上のਸச২の崡ペクトクルをંしています。

岽のੰෲ্১は ))7に峲り、 あるৎに岴岻る崡
ペクトクルのகを峫峉峬ので、 ෫のਸச২
嵔嵁ル峲り、 除振台上のਸச২嵔嵁ルが、 共振
点હを除いてい嵔嵁ルをંしています。

 �は、  �でંし峉พ振の振૨
をંしています。

岽のは共振点に岴いて峬、 い共振૨で崨ン
ピン崘がਹいている空ਞ峚峗の特長をંしています。

ま峉、 �G%峲りৣの部ীが除振୩ୠをંして岴り、
いఢణਯから効果がある岽とが峹かります。

崹ッ崟ブ除振台は、 除振ਙ能と衝撃ဃਙ能ق除振台上のਙك の崸ラン崡をઅൟし、 ࿌ൗಎ置の特ਙに়峹せ峉৭、 ਝੑをする
岽とが要です。 特に岣ੱਜ਼置のৈいಎ置岤、 岣ସの大きい崡テージ岤、 岣ਸச২のৈい崡テージ岤 などを࿌ൗするৃ়は、 ඦ
なਝੑを必要とします。 ま峉、 ಎ置ਝ置ৃਚ峮ಎ置振૩などのਖが生しているৃ়、 振ੑと崯ータ嵔コー崨で振をੑし、
除振台をਝ置し峉ৃ়の崟嵇ュ嵔ー崟嵏ンষ岰必要があります。
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アクティブ除振は何故必要になるのか

１．パッシブ除振台の限界

パッシブ除振台は、質量をばね系で支え、ダンパで振動を抑える、簡単な構成で優れた効果を得られる除振方法です。特に空気
ばね式除振台は、簡単に低い固有振動数が得られ、自動レベル調整器と組み合わせることにより、荷重変化があってもレベル変動
が少ないため、広く使用されています。ところが、この空気ばね式除振台でも対応できない問題が生じる場合があります。

パッシブ除振台は、共振現象を生じます。この周波数領域では、除振対象の振動が床の振動より大きくなり、除振効果が得られ
なくなってしまいます。一般的に、「床面には、低い周波数の振動が少ない」ため、なるべく低い固有振動数の空気ばねを用いること
により、共振現象の悪影響を小さくすることが可能です。しかし、低い固有振動数の空気ばねも問題を生じることがあります。

低い固有振動数は、ばね定数を小さくすることで得られますが、このことは、除振対象が小さな外力で大きな変位を生じることを示し
ています。更に、振動の減衰時間が増大します。ステージのような移動荷重が作用する場合、除振台がふらふらと動いて止まらなか
ったり、空気ばねの許容変位を越えるような変位が発生し、接触等により、振動が生じたりすることがあります 。

２．アクティブ除振台の原理

アクティブ除振台は、振動や位置変動のセンサを設置し、発生している振動や位置変動を小さくするようにアクチュエータを動作させ
ます。これをフィードバック制御(ＦＢ制御)と言います。その結果、パッシブ除振台では必然的に生じていた共振現象が無くなります。
(図２参照)外部から与えられた振動の影響を短い時間に減衰させることができます。また、アクチュエータの出力をバランスさせること
により、定盤に与えるねじり荷重を減少できます。

更に一歩進んで、床振動が伝達されて除振対象を振動させるのと同時に、床側に置かれたセンサの出力に応じた力をアクチュエー
タから出力させることにより、除振台上の振動を減少させることができます。これをフロアフィードフォワード制御(ＦＦＦ制御）と言い
ます。ＦＢ制御と併用すると除振台上の振動を更に減少させることができます。(図２参照)

除振台上にはステージのような移動物を搭載することが多くあります。大きな質量の移動は、質量と距離の積に比例した回転モー
メントを発生させます。また、質量と加速度の積に比例した加振力も発生させます。移動物の位置と加速度が分かれば、それに比
例した力とモーメントを発生させることにより、除振対象物の移動荷重の影響を大幅に低減できます。これがステージフィードフォワー
ド制御（SFF制御）です。VAAVアクティブ除振台はこの３つの制御を同時に行うことができます。(図１参照)

図１　アクティブ除振台の各種制御方式 図２　振動伝達率

３．VAAVの特長

VAAVは、アクチュエータとして空気ばねとサーボバルブの組み合わせを採用しました。この構成は、大きな力を容易に得られる特長
があります。リニアモータのように発熱や磁界を気にすることなく、VAAV-550からVAAV-30000まで、同一のコントローラで制御する
ことが出来ます。高速の応答が必要な場合には、大流量の高速応答バルブも用意されており、同一のコントローラに接続できます。
制御方式もFB制御、FFF制御、SFF制御を標準で用意しており、高性能DSPの性能を生かして、お客様のニーズに合わせて組み

１� 崹ッ崟ブ除振台のੀ

�ڮ アクティブ除振台のਉ৶

9$$�9گ の特長

崹ッ崟ブ除振台は、 ସを峚峗௺で੍岲、 崨ン崹で振を೪岲る、 ලな構成で優れ峉効果を੭られる除振্১です。 特に空ਞ
峚峗ૄ除振台は、 ලにいಕ有振ਯが੭られ、 ঽ嵔嵁ル৹ତஓとੌ峩়峹せる岽とに峲り、 ৲があ峍て峬嵔嵁ル
がない峉峫、 ઁくઞ৷されています。 と岽峷が、 岽の空ਞ峚峗ૄ除振台で峬ৌ応できないਖが生じるৃ়があります。

崹ッ崟ブ除振台は、 共振現象を生じます。 岽のఢణਯ୩ୠでは、 除振ৌ象の振が෫の振峲り大きくなり、 除振効果が੭られ
なくな峍てしまいます。 一ಹに、 岣෫એには、 いఢణਯの振がない岤 峉峫、 なる峣くいಕ有振ਯの空ਞ峚峗を৷いる
岽とに峲り、 共振現象のப୶を৵さくする岽とが可能です。 しかし、 いಕ有振ਯの空ਞ峚峗峬ਖを生じる岽とがあります。

いಕ有振ਯは、 峚峗ਯを৵さくする岽とで੭られますが、 岽の岽とは、 除振ৌ象が৵さな外力で大きなਜ਼を生じる岽とをંし
ています。 ಌに、振のဃৎがੜ大します。 崡テージの峲岰なが৷するৃ়、除振台が峟ら峟らといてૃまらなか峍
峉り、 空ਞ峚峗のಅઍਜ਼を௭岲る峲岰なਜ਼が生し、 接ඡ等に峲り、 振が生じ峉りする岽とがあります 。

アクティブ除振台は、 振峮ਜ਼置の崣ン崝をਝ置し、 生している振峮ਜ਼置を৵さくする峲岰にアクチュエータをさせ
ます。 岽れを崽ィー崱崸ック౪ �)%౪ � といます。 峇の果、崹ッ崟ブ除振台では必ேに生じてい峉共振現象が૮くなります。
� ڮස �外部からଖ岲られ峉振の୶をಢいৎにဃさせる岽とができます。 ま峉、 アクチュエータの出力を崸ラン崡させる岽
とに峲り、 ೕにଖ岲る峗じりをできます。

ಌに一నਤ峽で、 ෫振がされて除振ৌ象を振させるのとৎに、 ෫ડに置かれ峉崣ン崝の出力に応じ峉力をアクチュエータ
から出力させる岽とに峲り、除振台上の振をさせる岽とができます。 岽れを崽ロア崽ィー崱崽崑嵗ー崱౪ �))) ౪ك といます。
)% ౪とಡ৷すると除振台上の振をಌにさせる岽とができます。 � ڮස �

除振台上には崡テージの峲岰なを࿌ൗする岽とがくあります。 大きなସのは、 ସとのにૻし峉ૡモー嵉
ントを生させます。 ま峉、 ସとਸச২のにૻし峉ਸ振力峬生させます。 のਜ਼置とਸச২がীかれ峚、 峇れにૻ
し峉力とモー嵉ントを生させる岽とに峲り、 除振ৌ象のの୶を大்にできます。 岽れが崡テージ崽ィー崱崽崑嵗ー崱
౪ ((6ق ౪ك です。 9$$9 アクティブ除振台は岽のگ峎の౪をৎにষ岰岽とができます。 � １ස �

9$$9空圧タイプは、 アクチュエータとして空ਞ峚峗と崝ー嵄崸ルブのੌ峩়峹せを఼৷しまし峉。 岽の構成は、 大きな力をઍಔに੭
られる特長があります。 リニアモータの峲岰に峮ੀをਞにする岽となく、 9$$9���� から 9$$9������ まで、 一のコントロー
ラで౪する岽とが出ਟます。 ৈசの応答が必要なৃ়には、 大のৈச応答崸ルブ峬৷ਔされて岴り、 一のコントローラに
接ਢできます。
౪্ૄ峬 )%౪、 ))) ౪、 6)) ౪を標準で৷ਔして岴り、 ৈਙ能'63 のਙ能を生かして、 岴のニー崢に়峹せ
てੌ峩়峹せる岽とができます。

アクティブ除振は୦必要になるのか

ఢణਯق+]�

振



૨
ق
G%
�
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ৎ كVHFق

電
圧
ق
ك9

ৎ كVHFق

電
圧
ق
ك9

9$$�9ڰ の除振効果 �振૨ �

9$$�9ڱ の振効果 　� 崡テージにৌするೕの応答 �

ڮに 9$$9 の除振効果を振૨でંします。 標準崟リー崢の 9$$9 は、 峚峗ਯをৈ峫にしてಕ有振ਯが৺ �+] の
空ਞ峚峗をઞ৷しています。 岽れは、 の崡テージ等の除振台上にோするਸ振力にৌし、 大きなਜ਼を生じさせない効果があ
ります。 ਜ਼置 )%౪の峩で浮上させ峉ときには、 ৺ �+] の崹ッ崟ブ除振台と等になり、 共振点を峋ます。

ਸச২ )%౪をষ岰とアクティブ除振台としての機能をมします。 共振点がோしないアクティブ除振台になります。 岽の峉峫、
峮峮ৈ峫のಕ有振ਯをਝして峬ப୶がなく、 ଐな除振ਙ能が੭られます。 ಌに ))) ౪をষ岰と、 ఢణから大きな
ဃ効果が௮きます。 9$$9� 、崟リー崢はہ ಕ有振ਯのい空ਞ峚峗をアクティブ৲する岽とに峲り、 ఢణ୩ୠの振
૨のと、 ౪ఝୠのఢణਯ৲をষい、 振にൠい機ஓをஅ峪除振ৌ象を崥崽トに౪する岽とで、 峲りৈਙ能の除振が੭
られます。

گ、 にڰ 9$$9 の振効果を崡テージにৌするೕの応答ૡਜ਼と応答ૡ振でંします。 崡テージ
の৷は大きくী岻てڮ峎あります。１峎৯は、崡テージସと崡テージਜ਼置৲のにૻするૡモー嵉ントです。ڮ峎৯は、
崡テージସと崡テージਸச২のにૻするਸ振力です。 岽れらは、 崡テージସ、 崡テージਜ਼置৲、 崡テージਸச২が大
きいと大大きな応答ਜ਼を生させます。 ฑらかい崹ッ崟ブ除振台で੍するৎには、 峇のณれは空ਞ峚峗のಅઍਜ਼をத岲
て接ඡを生じるৃ়峬あります。

アクティブ除振台の )%౪効果は、 ਸச২ )%౪が振を৵さく、 ಢいৎにઽ൶させます。 岽の峉峫、 ಎ置のਜ਼置ৠ峫ಖ
২の上峮タクトタイムのಢೠがੑれます。 كසڰق

ಌに、 崡テージਜ਼置৲と崡テージਸச২のリアルタイムகを 9$$9 コントローラにアナロ崘接ਢする岽とに峲り、 6)) ౪を
ষ岰岽とが出ਟます。 崡テージが生させるૡモー嵉ントとਸ振力にૻし峉౪力が、 崡テージ応答ਜ਼をౕさせるのがীかり
ます。 كසگق 9$$9 の 6)) ౪は、 ৶にෞで૮৶が૮く、 ලに大きな効果が੭られます。 ກまでの崡テーڮ
ジにৌ応して 6)) ౪ができます。

崡テージਜ਼置৲と崡テージਸச২のリアルタイムਦಀகのを �、 � にંします。 9ڵ� の೧のアナロ崘ਦಀでします。
アナロ崘ਦಀ生成ಎ置と 9$$9 コントローラのアー崡電ਜ਼は、 一である必要があります。

ڱ　崡テージਜ਼置ਦಀ

گ　応答ૡਜ਼ ڰ　応答ૡ振

ڲ　崡テージਸச২ਦಀ
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制御方式

アクチュエーター

最大荷重

※1：AC100-240V電源が必要です。 ※2：一部の機種を除く。　　※3：詳細は弊社ホームページ http://www.ssvi.co.jp をご覧ください。
顕微鏡

電子天秤

あらさ計、形状測定器

膜厚測定器

干渉計

光学実験

各種ステージ

真円度測定器

電子顕微鏡（SEM,TEM）

シリコンウェハ用平坦度測定装置

露光装置、EB

プローバー

半導体検査装置

液晶関連装置

三次元測定機

超精密加工機

超大型装置

10～50kg

50～100kg

100～200kg

200～500kg

500～1000kg

1.0～4.0t

4.0t～

アクティブ除振は 共振現象が生じない、除振効果が大きい、衝撃応答に優れる等の特長が有ります。

除振ユニット
除振台としての標準構成は4ユニット/１台となります。アクチュエーターは空圧とリニアモーターの2種類をラインナップ。

   別置きコントローラには接点出力があり、外部コンピュータなどから浮上させる等のリモートコントロールが可能です。
除振台

搭
載
質
量
で
選
ぶ

装
置
・
用
途
で
選
ぶ

仕
様
で
選
ぶ

固有値（垂直）

固有値（水平）

▼ 除振台
アクティブ

レベル調整

空気供給

製品一覧表

▼ 除振ユニット

型式

ばね要素

（リニア）

アクティブ

リニアモーター

供給型

※1

○
○
○

◎

○

◎
○

自動

空気ばね

卓上型

アクティブ

ボイスコイルモーター

不要

※1

○
○
○
◎
◎
◎
○

◎
◎
○

スプリング

自動

150kg

（標準）

アクティブ

空圧

供給型

※1

○

○

○
○
○
○
○

○
○

◎
◎
○

自動

空気ばね

（スリム）

アクティブ

空圧

供給型

※1

◎

◎
○
○
○
○

○
○

◎
◎
○

空気ばね

自動

（高性能）

アクティブ

空圧

供給型

※1

○
○
○

◎
◎

○

◎
○
○

自動

空気ばね

アクティブ除振は、 共振現象が生じない、 除振効果が大きい、 衝撃応答に優れる等の特長が有ります。
岧除振ユニット岨
除振台としての標準構成は 4ユニット �１台となります。 空圧とリニアモーターの �タイプをラインナップしています。
別置きコントローラには接点出力があり、 外部コンピュータなどから浮上させる等のリモートコントロールが可能です。
岧除振台岨
ཬ上の除振台で、 エアー源がਂ要です。 崒ート嵔嵁リン崘崟崡テムが嵔嵁ルを৳峋ます。

ଲ ષ 一 覧 
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▼�除振台

定ೕ型 崯スク型 卓上型

制御方式 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ

アクチュエーター

空気ばね 空気ばね 空気ばね

ଆ振崜ム ଆ振崜ム スプリング

ଆ振崜ム

供給型 供給型 供給型 供給型

密ຆ型 密ຆ型 密ຆ型 密ຆ型

不要 不要 不要

自動 自動 自動 自動

※� ※� ※� ু動

1.0～ 1.0～ �.5～ �.5～ 4.0～ 1.5～

0.5～ 0.5～ �.5～ �.5～ 4.0～ 0.8～

最大荷重

顕微鏡 ○ CD ◎�
電子天秤 ○ SD ◎
あらさ計、形状測定器 ○�2RP ◎� ○ PB-5AA
膜厚測定器 ○�2SD ○ ND
干渉計 ○�2SD ○ ND ○ PB-5AA ○

○�2SD ○ ND ○ PB-5AA ○
光学実験 ◎� ○ CDH ○ PHB-A ○
各種ステージ ◎� ○ ○
真円度測定器 ◎� ○ ○
電子顕微鏡（SEM,TEM） ○
シリコンウェハ用平坦度測定装置 ○
露光装置、EB ○
プローバー ◎� ○ ○
半導体検査装置 ○ CD ○
液晶関連装置 ◎ ○
三次元測定機 ◎ ○
超精密加工機 ◎ ○
超大型装置 ◎
10～50kg ○ ◎
50～100kg ◎ ○
100～���Ng ◎ ○
���～500kg ◎ ○ ○ ○
500～1000kg ○ ○ ○
1.0～4.0t ○ ○
4.0t～ ○ ○

◎

崹ッ崟ブ除振は、空ਞ峚峗等の除振要ಞが有するಕ有கにいఢణਯ୩ୠで、振をੜ்する共振現象を有しています。

除振台
   種機ஓのਈిな除振効果を੭る峉峫、࿌ൗ機ஓの大きさ、ସ、除振の৯、ఢఈ振のఢణਯఝୠにਔして৭峠岽とが必要です。
   ೕ、崯崡ク、ཬ上の種ಖഡ除振台をラインナップしています。
空ਞ峚峗ユニット

搭
載
質
量
で
選
ぶ

仕
様
で
選
ぶ

装
置
・
用
途
で
選
ぶ

供給型

自動

固有値（水平）

ばね要素

固有値（垂直）

▼�空気ばねユニット

空気供給

レベル調整

製品一覧表

空気ばね

型式

崹ッシブ

空気ばね 空気ばね

供給型

自動

崹ッ崟ブ除振は、 空ਞ峚峗等の除振要ಞが有するಕ有கにいఢణਯ୩ୠで、 振をੜ்する共振現象を有しています。
岧除振台岨
ਈిな除振効果を੭る峉峫、 ࿌ൗ機ஓの大きさ、 ସ、 除振の৯、 ఢఈ振のఢణਯఝୠにਔして৭峠岽とが必要です。
ೕ、 崯崡ク、 ཬ上の種ಖഡ除振台をラインナップしています。
岧空ਞ峚峗ユニット岨
ユニットの空ਞ峚峗で、 ৷ಥに応じてラインナップしています。

ଲ ષ 一 覧 
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9DOXDEOH $GYDQFHG $FWLYH 9LEUDWLRQ LVRODWLRQ V\VWHP

除振ユニットૄ ࿌ൗ可能ସ4قユニットك ১ق�ユニットك ସق�ユニットك

9$$9����$ ع��� ���NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��� PP ��NJ

9$$9�����$ ع��� �����NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��� PP ��NJ
9$$9�����$ ع����� �����NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��4 ¼ ك+ق��� PP ��NJ
9$$9�4���$ ع����� �����NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��� PP 4�NJ
9$$9������$ ع����� ������NJ ك:ق��4 ¼ ك'ق��4 ¼ ك+ق��4 PP ��NJ
9$$9������$ ع�����4 ������NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��4 PP ���NJ
9$$9���������+ ع��� �����NJ ك:ق��4 ¼ ك'ق��4 ¼ ك+ق��� PP ��NJ
9$$9���������+ ع����� �����NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��� PP ��NJ
9$$9�4�������+ ع����� �����NJ ك:ق��4 ¼ ك'ق��4 ¼ ك+ق��� PP ��NJ
9$$9���������+ ع����� ������NJ ك:ق��4 ¼ ك'ق��4 ¼ ك+ق��� PP 4�NJ

9$
$9
�$

9$
$9
�+

共振現象が૮く、 ఢణからৈఢణまでのઁఝୠ除振をৰ現。
。ঽ২のৈಖ২ਜ਼置౪に峲りし峉除振ਙ能とਜ਼置ಖ২をৰ現ڲກگ
コントローラ 6$&��� は &( 嵆ー崕ン崘ৌ応のੱ৸ਝੑ。
振ణંੰෲ崥崽トを標準ಎ。

ಎ置৷ಥに応じて峫られる除振ਙ能に峲り、 標準な 9$$9�$ と 9$$9�+、 ਈৈ準の 9$$9�/ を
ラインナップしています。

9$$9�$　 標準タイプ

9$$9�/　　ৈਙ能タイプ

9$$9�+　 崡リムタイプ

嵣৬ଲୗਫ਼ਪಎ置では、 細なਸੵ峮ਫ਼ਪを要する崎エ崷峢の振ৌੁと崎エ崷をする崡テージの振ৌੁにઞ৷されています。
嵣 ك崽ラット崹崵ル崯ィ崡プ嵔イق'3( ଲୗਫ਼ਪಎ置では、 崔ントリー峮崡テージが大きくし峉の振をಞଫくဃさせて、
　ઉ峋にਫ਼ਪ峮ఊਫをষ岰৯でઞ৷され、 タクトタイムの上に૽য়峍ています。
嵣 தಖഡੵ機༊では、 大きなのにৌ応しながら、 ಖഡなਸੵをষ岰テーブル上の振をり除く৯でઞ৷されています。

9$$9ਈ上ਜ਼モ崯ルでਈৈの除振ਙ能を岴峫の্にਈిです。

9$$9 崟リー崢のরでਈ峬崥崽トな空ਞ峚峗を࿌ൗしている峉峫、 崟リー崢ਈৈ
の除振ਙ能を可能とします。

特に振にสなಖഡ機ஓ類峮ఢణ振の大きいਝ置୭の除振
ৌੁにਈి৲されています。

崡テージ 嵣 崽ィー崱 嵣 崽崑嵗ー崱機能を標準ಎしています。

大きなにৌ応できるৈச応答の大崸ルブの৭උが可能です。　崡テージ嵣崽ィー崱嵣崽崑嵗ー崱機能を標準ಎしています。

��トンのಎ置まで除振が可能です。

※ 除振台標準構成はڰユニット１ط台となります。　※ ࿌ൗ可能ସのਈ大கは、等ሞ峎の૮いときにి৷出ਟます。

9$$9�$　標準タイプとਙ能でಎ置の৸ৈをく೪岲まし峉。
 ��トンのಎ置まで除振が可能です。

லٹ

৷ಥٹ

空圧アクティブ除振ユニット　9$$9�$、 9$$9�+、 9$$9�/　
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Valuable Advanced Active Vibration isolation system

■仕様

VAAV-550L
VAAV-1000L
VAAV-4000L

※ 除振台標準構成は４ユニット／１台となります。　※ 搭載可能質量の最大値は、均等荷重且つ動荷重の無いときに適用出来ます。
■用途用途

・電子顕微鏡では、高倍率の画像が振動によってブレるのを防ぎます。パッシブ除振台では除ききれない低周波数の振動
を嫌う顕微鏡において、このアクティブ除振台が効果を発揮しています。
・走査トンネル顕微鏡、原子間力顕微鏡や光学測定装置など、特に振動に敏感な装置の振動対策に使用されています。
・低周波振動の大きい設置床環境の除振対策に最適です。

■VAAV-A　、VAAV-H　、VAAV-L　共通仕様

制御自由度 3軸6自由度
位置精度 ±10μm
1次側供給圧力 0.6MPa以上　（クリーンエア）
空気消費量 標準バルブ　60 L/min

高速応答バルブ　250 L/min
コントローラSAC-07

コントローラSAC-07
電源
電源ケーブル
レギュレータユニット　RGU-07
ユニット接続ケーブル

■振動伝達率振動伝達率

VAAV-A　(標準タイプ) 、 VAAV-H　(スリムタイプ) VAAV-L （高性能タイプ）

項目

215（W）×160（D）×240（H）mm
225（W）×180（D）×240（H）mm
350（W）×350（D）×325（H）mm

500～17�00kg
2�100～7�000kg

除振ユニット型式 搭載可能質量（4ユニット） 寸法（1ユニット） 質量（1ユニット）

共
通

6kg

3kg

VA
AV

-Ｌ

共
通

質量（1ユニット）

―

270～900kg

仕様

仕様 寸法その他の構成品　型式等

―
―

―

15kg
20kg
73kg

3m
250（W）×100（D）×200（H）mm

5m

300（W）×300（D）×118（H）mm
AC100V～240V 100VA(単相)

―

―

―
―

page

9DOXDEOH $GYDQFHG $FWLYH 9LEUDWLRQ LVRODWLRQ V\VWHP

除振ユニットૄ ࿌ൗ可能ସ4قユニットك ১ق�ユニットك ସق�ユニットك

9$$9����/ ع��� ���NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��4 PP ��NJ

9$$9�����/ ع��� �����NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��4 PP ��NJ
9$$9�4���/ ع����� �����NJ ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��� PP ��NJ9$

$9
�ѱ

ඨ৯ ல

共
通

౪ঽ২ �ກ �ঽ২

ਜ਼置ಖ২ � ��̭ P
�ઃડஔ圧力 ���03Dਰ上　قクリーンエアك

空ਞા 標準崸ルブ　�� /�PLQ
ৈச応答崸ルブ　��� /�PLQ

峇のの構成ષ　ૄ等 ல ১ ସق�ユニットك

共
通

コントローラ 6$&��� ص ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��� PP �NJ

電源 ع���9&$ �4�9 ���9$�ৼ � ص ص
電源崙ーブル ص �P ص
嵔崖ュ嵔ータユニット　5*8��� ص ك:ق��� ¼ ك'ق��� ¼ ك+ق��� PP �NJ
ユニット接ਢ崙ーブル ص �P ص

嵣 電ႀྰでは、 ৈ૨の൸が振に峲峍てブ嵔るのをଆ岸ます。 崹ッ崟ブ除振台では除ききれないఢణਯの振
　を岰ႀྰに岴いて、 岽のアクティブ除振台が効果をมしています。
嵣 ਪトン崵ルႀྰ、 ਉ力ႀྰ峮৾ಎ置など、 特に振にสなಎ置の振ৌੁにઞ৷されています。
嵣 ఢణ振の大きいਝ置෫୭の除振ৌੁにਈిです。

லٹ

৷ಥٹ

※ 除振台標準構成はڰユニット１ط台となります。　※ ࿌ൗ可能ସのਈ大கは、等ሞ峎の૮いときにి৷出ਟます。

振૨ٹ

、　$�9$$9ٹ 9$$9�+　、 9$$9�/　共ৢல

ఢణਯق+]� ఢణਯق+]�

コントローラ 6$&���

振



૨
ق
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�

振



૨
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Valuable Advanced Active Vibration isolation system

アクチュエーターにリニアモータを採用。共振の無い振動伝達特性、高い除振性能を実現。
メカニカルバルブの採用で、パッシブ除振台と同等の空気源で使用可能。
空圧アクティブユニットに比較し、低価格での提供が可能。
CEマーキング対応の安心設計（SEC-03）。

VAAV-Lシリーズ同様、最もソフトな空気ばねを使用しているため、シリーズ
最高の除振性能を実現しています。
特に振動に敏感な精密測定機器類や低周波振動の大きい設置環境の除振
対策に最適化されています。

■仕様

VAAV-1000S
※ 除振台標準構成は４ユニット／１台となります。　※ 搭載可能質量の最大値は、均等荷重且つ動荷重の無いときに適用出来ます。

制御自由度 3軸6自由度
所要空気源 0.5MPa以上　消費流量はパッシブと同等
制御方式 速度フィードバック、フロア・フィード・フォワード
最大推力 水平方向:20N　垂直方向:40N　

注）４ユニット／台として使用時
発生磁界 0.04μT以下　

注）ユニットから150mm離れた位置での交流磁界 コントローラSEC-03

コントローラSEC-03
電源

■用途用途

・極低振動環境が要求される高性能電子顕微鏡に適用すると像揺れが桁違いに改善できます。パッシブ除振台では除ききれない
低周波数の振動を嫌う顕微鏡において、このアクティブ除振台が効果を発揮します。
・走査トンネル顕微鏡、原子間力顕微鏡や光学測定装置など、特に振動に敏感な装置の振動対策に使用されています。
・低周波振動の大きい設置床環境の除振対策に最適です。

■振動伝達率振動伝達率

垂直方向の振動伝達率 水平方向の振動伝達率

VA
AV

-S

8kg―
その他の構成品　型式等 仕様 寸法 質量（1ユニット）

リニアアクティブ除振ユニット　VAAV-S 　EMC対策タイプ

335（W）×410（D）×130（H）mm
― ―AC100V～240V 200VA（単相）

仕様項目

搭載可能質量（4ユニット） 寸法（1ユニット） 質量（1ユニット）除振ユニット型式
500～1,700kg 190（W）×190（D）×178（H）mm 14kg

page

9DOXDEOH $GYDQFHG $FWLYH 9LEUDWLRQ LVRODWLRQ V\VWHP

峇のの構成ષ　ૄ等 ல ১ ସق�ユニットك

コントローラ 6(&��� ص ك:ق��� ¼ ك'ق��4 ¼ ك+ق��� PP �NJ

電源 ع���9&$ �4�9 كৼق���9$ ص ص

ඨ৯ ல

౪ঽ২ �ກ �ঽ২

ਚ要空ਞ源 ���03Dਰ上　ાは崹ッ崟ブと等
౪্ૄ ச২崽ィー崱崸ック、 崽ロア嵣 崽ィー崱嵣 崽崑嵗ー崱

ਈ大力 ্： ��1　ႄઉ্： 4�1
كି 台としてઞ৷ৎطユニットڰ

生ੀ ���4̭ 7ਰৣ　
كି ユニットから ���PPれ峉ਜ਼置でのઐੀ

9$
$9
�6

除振ユニットૄ ࿌ൗ可能ସ4قユニットك ১ق�ユニットك ସق�ユニットك

9$$9�����6 ع��� �����NJ ��ك:ق� ¼ ��ك'ق� ¼ ك+ق��� PP �4NJ

9$$9�/ 崟リー崢、 ਈ峬崥崽トな空ਞ峚峗をઞ৷している峉峫、 崟リー崢ਈৈの
除振ਙ能をৰ現しています。
特に振にสなಖഡ機ஓ類峮ఢణ振の大きいਝ置୭の除振ৌੁに
ਈి৲されています。

アクチュエーターにリニアモータを఼৷。 共振の૮い振特ਙ、 ৈい除振ਙ能をৰ現。
嵉崓ニ崓ル崸ルブの఼৷で、 崹ッ崟ブ除振台と等の空ਞ源でઞ৷可能。
空圧アクティブユニットにૻຎし、 તでのが可能。
&( 嵆ー崕ン崘ৌ応のੱ৸ਝੑ 。ك���&)6ق 　　

嵣 ா振୭が要されるৈਙ能電ႀྰにి৷すると൸ณれがᐈୀいにఒできます。 崹ッ崟ブ除振台では除ききれない　ఢణਯ
の振を岰ႀྰに岴いて、 岽のアクティブ除振台が効果をมします。
嵣 ਪトン崵ルႀྰ、 ਉ力ႀྰ峮৾ಎ置など、 特に振にสなಎ置の振ৌੁにઞ৷されています。 �������������������������������������������
嵣 ఢణ振の大きいਝ置෫୭の除振ৌੁにਈిです。

※除振台標準構成はڰユニット１ط台となります。　※ ࿌ൗ可能ସのਈ大கは、等ሞ峎の૮いときにి৷出ਟます。

৷ಥٹ

振૨ٹ

லٹ

ႄઉ্ ্

リニアアクティブ除振ユニット　9$$9�6　　　　(0&ৌੁタイプ
振



૨
ق
G%
�

振
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ق
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�

ఢణਯق+]� ఢణਯق+]�

コントローラ 6(&���
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SAT Showa science　Active vibration isolation　Table

低い周波数で水平方向に揺れている免震建屋でも、低周波振動に対する許容能力に優れた除振制御機構により抜群の
パフォーマンスを発揮します。
エアー源は不要です。オートレベリングシステムが、水平レベルを保ちます。
正面パネルのふたつのボタンで簡単操作、振動波形もLCDパネルで確認できます。
モニター機をお貸し出し可能です。

卓上型アクティブ除振台のコストパフォーマンスモデルです。　
３軸６自由度アクティブ制御システム。
搭載物のサイズに合わせて２タイプをラインナップ。
共振点が無く、全周波数帯域に優れた減衰性能です。

特に低周波の微振動に対する許容能力に優れた除振制御機構が特⾧で
水平方向に低周波で揺れている免震ビルや免震工場内での微振動を嫌う
干渉計などの精密測定機等に最適です。

■仕様

■用途
干渉計を搭載したSAT-56

レーザー干渉計、白色干渉計 写真ご提供:東明技研株式会社様
原子間力顕微鏡（AFM）
レーザー顕微鏡、硬度計
走査型プローブ顕微鏡（SPM）
各種精密測定機

■振動伝達率

5～50℃

本体質量
搭載可能質量
アクチュエータ

セットリングタイム
推力

卓
上
型

電源
消費電力
使用可能温度
使用可能湿度 20～90%

420 ×500 ×93外形寸法　WxDxH（mm）

AC85～264V　／　50～60Hz

卓上型アクティブ除振台　SAT 

0.5秒以内
垂直　7N　　水平　3N

制御範囲
除振性能

型式 SAT-45

制御方向

36W以下

SAT-56

6自由度
ボイスコイルモーター

0.5～100Hz
-35dB～-40dB（10Hz時）

26kg 34kg
10～80kg

500 ×600 ×93

page
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走査型プローブ顕微鏡（SPM）
各種精密測定機
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5～50℃

本体質量
搭載可能質量
アクチュエータ

セットリングタイム
推力

卓
上
型

電源
消費電力
使用可能温度
使用可能湿度 20～90%

420 ×500 ×93外形寸法　WxDxH（mm）

AC85～264V　／　50～60Hz

卓上型アクティブ除振台　SAT 

0.5秒以内
垂直　7N　　水平　3N

制御範囲
除振性能

型式 SAT-45

制御方向

36W以下

SAT-56

6自由度
ボイスコイルモーター

0.5～100Hz
-35dB～-40dB（10Hz時）

26kg 34kg
10～80kg

500 ×600 ×93
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ૄ 6$7�4� 6$7��� 6$7��� 6$7���

卓
上
型

外১　:['[+قPPك 4�� ¼ ��� ¼ �� ��� ¼ ��� ¼ �� ��� ¼ ��� ¼ �� ��� ¼ ��� ¼ ��

ম৬ସ ��NJ �4NJ 4�NJ ��NJ
࿌ൗ可能ସ ���NJ
アクチュエータ 嵄イ崡コイルモーター
౪্ �ঽ২
౪೧ ع��� ���+]
除振ਙ能 ���G%ع �4�G%ق��+]ৎك
崣ットリン崘タイム ���ଧਰ
力 ႄઉ　�1　　　�1
電源 ع���&$ ع��　ط　�4�9 ��+]
ા電力 ��:ਰৣ
ઞ৷可能ആ২ ع� ��٦
ઞ৷可能ဒ২ ع�� ���

ཬ上アクティブ除振台のコ崡ト崹崽崑ー嵆ン崡モ崯ルです。 　
。ঽ২アクティブ౪崟崡テムڲກگ
࿌ൗの崝イ崢に়峹せてڮタイプをラインナップ。
共振点が૮く、 ৸ఢణਯఝୠに優れ峉ဃਙ能です。

特にఢణの振にৌするಅઍ能力に優れ峉除振౪機構が特長で্に
ఢణでณれているඊ൜崻ル峮ඊ൜ੵৃでの振を岰௱ੑなどのಖഡ
機等にਈిです。

いఢణਯで্にณれているඊ൜૦ોで峬、 ఢణ振にৌするಅઍ能力に優れ峉除振౪機構に峲り௷ණの崹
崽崑ー嵆ン崡をมします。
エアー源はਂ要です。 崒ート嵔嵁リン崘崟崡テムが、 嵔嵁ルを৳峋ます。
ਫએ崹崵ルの峟峉峎の嵄タンでලඝ、 振ణ峬 /&' 崹崵ルでનੳできます。
モニター機を岴し出し可能です。

嵔ー崞ー௱ੑ、 ஜ౦௱ੑ
ਉ力ႀྰ ك0($ق
嵔ー崞ーႀྰ、 ໂ২ੑ
ਪプローブႀྰ 　ك630ق
種ಖഡ機

৷ಥٹ

振૨ٹ

லٹ

ཬ上アクティブ除振台　6$7
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ૄ
63&&ೕタイプ PB-5AA-3040-SPCC PB-5AA-4050-SPCC PB-5AA-5060-SPCC PB-5AA-6050-SPCC PB-5AA-8060-SPCC PB-5AA-1070-SPCC

686ೕタイプ PB-5AA-3040-SUS PB-5AA-4050-SUS PB-5AA-5060-SUS PB-5AA-6050-SUS PB-5AA-8060-SUS PB-5AA-1070-SUS
ಕ有振ਯك[+ق ৺ ���
除振্ૄ 崨イ嵌崽ラム空ਞ峚峗
ဃ効果 崒リ崽ィ崡に峲るエアー崨ンピン崘
嵔嵁リン崘্১ ঽ嵔嵁リン崘قஔ空ਞ圧���4ع� ���03Dك

ೕ
63&&ೕタイプ 63&&　એ൏હ࿗ಎ૪৶
686ೕタイプ SUS304

外১ق:¼ 'PPك 300x400 400x500 500x600 600x500 800x600 1,000x700
¼ق　　　　　　 +PPك [���� x61 x64 x64
ଲષقNJك 13 �� �� �� 41 54
࿌ൗ可能ସقNJك 60 ���
હരષ 崎嵔タンチューブ̷ �¼ �P、 ಲু 57���岴峗じ

ૄ
63&&ೕタイプ 3%��$+���4��63&& 3%��$+�4����63&& 3%��$+������63&& 3%��$+������63&& 3%��$+������63&& 3%��$+������63&&

686ೕタイプ 3%��$+���4��686 3%��$+�4����686 3%��$+������686 3%��$+������686 3%��$+������686 3%��$+������686
ಕ有振ਯك[+ق ৺ ���
除振্ૄ 崨イ嵌崽ラム空ਞ峚峗
ဃ効果 崒リ崽ィ崡に峲るエアー崨ンピン崘
嵔嵁リン崘্১ ুし嵅ンプଓஔૄ

ೕ
63&&ೕタイプ 63&&　એ൏હ࿗ಎ૪৶
686ೕタイプ SUS304

ཬ上崹ッ崟ブ除振台

৷ಥ
ႀྰط電ଠ⎡ط႗さੑط௱ੑط৾ৰୡ

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ嵣�৺ ���+]

嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ嵣�৺ ���+]

ି���ৈさق+PPكは浮上ৎৈさです。　ି���࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

空ਞஔはコンプ嵔ッ崝ーなどのエアー源に峲りঽに空ਞ峚峗圧力を৹ତして嵔嵁ルを৳峋ます。
エアー源の૮い岴には、 ুೄにઞ岲る 岣ഡຆ空ਞ峚峗岤 峮嵉ンテナン崡崽リーの 岣ৈဃコイル崡プリン崘岤、
岣ৈਙ能崜ム岤 をご৷ਔしています。 ࿌ൗするಎ置の崝イ崢とに়峹せて岴৭峝い峉だ岻ます。

崹ッ崟ブཬ上除振台の崷イエン崱モ崯ル。ုにৌ応し、ঽに空ਞ峚峗圧力を
৹ତして嵔嵁ルを৳峋ます。������������������������������������
ピン嵔崸ーఉを21嵣2))するহに峲り、エアーをಢৎق৺�ଧكでஔਞ嵣ൾਞし、࿌
ൗ機ஓ৹ତৎのณをੰ出ਟます。������������������
空ਞ源との接ਢのನ、̷�¼�Pの崎嵔タン�チューブとಲু57ق���岴峗じكがહരし
ます。�

3%��$$のਙ能峇のままに、ুೄにઞ岲る空ਞ峚峗除振台です。�������������

崹ッ崟ブ除振台の嵇崱ル嵔ンジモ崯ルです。

ুし嵅ンプがહരしているので、圧ೠ空ਞ源の૮いਚで峬ごઞ৷い峉だ岻ます。

峋ઈ峝峬ਹなコン崹クト崝イ崢で、 られ峉崡ペー崡で峬ઞ৷できるཬ上除振台です。

3%��$$　空ਞஔ　

3%��$+　空ਞഡຆ
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外১ق:¼ 'PPك 300x400 400x500 500x600 600x500 800x600 1,000x700
¼ق　　　　　　 +PPك [���� x61 x64 x64
ଲષقNJك 13 �� �� �� 41 54
࿌ൗ可能ସقNJك 60 ���
હരષ ুし嵅ンプ

ૄ
63&&ೕタイプ 3%��5���4��63&& 3%��5�4����63&& 3%��5������63&& 3%��5������63&& 3%��5������63&&

686ೕタイプ 3%��5���4��686 3%��5�4����686 3%��5������686 3%��5������686 3%��5������686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ৺ �、 ৺ �
除振্ૄ 崒リ崽ィ崡ටଆ振崜ム

ೕ
63&&ೕタイプ 63&&　એ൏હ࿗ಎ૪৶
686ೕタイプ SUS304

外১ق:¼ 'PPك 300x400 400x500 500x600 800x600 1,000x700
¼ق　　　　　　 +PPك x51 x55 x87
ଲષقNJك 6 10 14 �� 36
࿌ൗ可能ସقNJك 50 80

ૄ
ك空ਞஔ　3%��$$とலق$�%+3 ك空ਞഡຆ　3%��$+とலق+�%+3

3+%�$�4��� 3+%�$����� 3+%�$����� 3+%�$����� 3+%�+�4��� 3+%�+����� 3+%�+����� 3+%�+�����
ಕ有振ਯك[+ق ৺ ��� ৺ ���
除振্ૄ 崨イ嵌崽ラム空ਞ峚峗 崨イ嵌崽ラム空ਞ峚峗
ဃ効果 崒リ崽ィ崡に峲るエアー崨ンピン崘 崒リ崽ィ崡に峲るエアー崨ンピン崘
嵔嵁リン崘্১ ঽ嵔嵁リン崘قஔ空ਞ圧���4ع� ���03Dك ুし嵅ンプଓஔૄ

ೕ౫ସ アル嵇崷ニ崓ム：上એഝ　ାਙ崡テン嵔崡 6864��　上એは崸崽ଢ଼༿ல上岼
ડએഝ、 ৣએഝ　63&&　హ౦࿗ಎ

アル嵇崷ニ崓ム：上એഝ　ାਙ崡テン嵔崡 6864��　上એは崸崽ଢ଼༿ல上岼
ડએഝ、 ৣએഝ　63&&　హ౦࿗ಎ

ೕ上એタップல 0�¼ ��PPピッチ 0�¼ ��PPピッチ
外১ق:¼ 'PPك 400x500 600x500 800x600 1,000x700 400x500 600x500 800x600 1,000x700
¼ق　　　　　　 +PPك x106 x106
ଲષقNJك 30 37 48 108 30 37 48 108
࿌ൗ可能ସقNJك ��� ���
હരષ 崎嵔タンチューブ̷ �¼ �P、 ಲু 57���岴峗じ ুし嵅ンプ

崷イブリッ崱崜ム
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　　�৺ ���+]

ି���ৈさق+PPكは浮上ৎৈさです。　ି���࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

ି���ৈさق+PPكは૮ৎৈさです。　ି���࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

ି���ৈさق+PPكは浮上ৎৈさです。　ିك�ૄ　����、����には৷に岸り༈がહരされます。　ିك�࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

特エア崨ン崹ー機構をし峉ଆ振崜ムに峲りৢଞのଆ振崜ムでは੭られないৈい除振ਙ
能を成しています。������������������������������������

崒リ崽ィ崡をටし峉空ਞ峚峗のり効果で、崡ムー崢な振ဃ機能があります。������������������

空ਞ源を必要としないのでලにઞ৷出ਟます。

ৈྌਙの崷ニ崓ムೕقブ嵔ッ崱嵄ー崱كを఼৷。�上એഝはାਙのある6864��。

ೕ上એには0�タップ��PPピッチを標準ಎ�。上એは崸崽ଢ଼༿ਸੵ、峇のはహ౦࿗ಎ。

৾ৰୡ等ৈఢణ振を岰機ஓにਈి�。

3%��5　ৈਙ能崜ム　

3+%　崷ニ崓ムೕહ
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ૄ
63&&ೕタイプ 3%�60*���4��63&& 3%�60*�4����63&& 3%�60*������63&&

686ೕタイプ ص ص ص
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ�৺ ���、 �৺ 4��
除振্ૄ コイル崸崵と崟リコーン崚ルのੌ়せ

ೕ
63&&ೕタイプ 63&&　એ൏હ࿗ಎ૪৶
686ೕタイプ ص

外১ق:¼ 'PPك 300x400 400x500 500x600
¼ق　　　　　　 +PPك 78 ��
ଲષقNJك 6 10 15
࿌ൗ可能ସقNJك ع� 4�

ૄ
63&&ೕタイプ 3%�960���4��63&& 3%�960�4����63&& 3%�960������63&& 3%�960������63&& 3%�960������63&&

686ೕタイプ 3%�960���4��686 3%�960�4����686 3%�960������686 3%�960������686 3%�960������686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ৺ 4、 ৺ ���
除振্ૄ コイル崡プリン崘とའഩਙ৬をੌ峩়峹せ峉ള়嵆崎ント

ೕ
63&&ೕタイプ 63&&　એ൏હ࿗ಎ૪৶
686ೕタイプ SUS304

外১ق:¼ 'PPك 300x400 400x500 500x600 800x600 1,000x700
¼ق　　　　　　 +PPك x85 x89 [��
ଲષقNJك 6 10 15 �� 36
࿌ൗ可能ସقNJك ع�� �� ع�� �� ع�� �� ع�4 �� ع�4 ��

ି���ৈさق+PPكは૮ৎのৈさです。ૄ4���、����は��NJ࿌ൗৎ৺�PP、����は���NJ࿌ൗৎ৺�PPৣಱします。
。࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがりますك�ି　。ૄ　����、����には৷に岸り༈がહരされますك�ି
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

。࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがりますك�ି����。は૮ৎのৈさですكPP+قৈさك�ି
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

崷イコ崡ト崹崽崑ー嵆ン崡
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　　�৺ 4��+]

アジ嵋崡ター機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ 4��+]　　�৺ ���+]

エアー嵔崡嵣 嵉ンテナン崡崽リーで空ਞ峚峗と等ਙ能をৰ現しまし峉。

崷イコ崡ト崹崽崑ー嵆ン崡ଲષで、 ৾ႀྰ、 ໂ২ੑ、 ৵௱ੑなど
ಎ置のৣに置くだ岻です岺にઞ岰岽とができます。

コイル崡プリン崘と、 འഩਙ৬をੌ峩়峹せ峉ള়嵆崎ントを఼৷。

嵉ンテナン崡崽リーで、 優れ峉ଆ振ਙ能とৈဃ特ਙを岲峉ৈਙ能除振台です。

共振૨は৺ ���と特ൿす峣きਙ能を有しています。

アジ嵋崡ター機構を岲ていますので、 ࿌ൗ機ஓのုに峬ৌ応出ਟます。

3%�60*　ሑ৷　コイル峚峗と崟リコーン崚ルੌ়せ

3%�960　ৈဃコイル崡プリン崘

ି���ৈさق+PPكは૮ৎৈさです。　ି���࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

ૄ
كৈਙ能崜ム　3%��5とலق%�5+3

3+%�5�4��� 3+%�5����� 3+%�5����� 3+%�5�����
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ৺ �、 ৺ �
除振্ૄ 崒リ崽ィ崡ටଆ振崜ム

ೕ౫ସ アル嵇崷ニ崓ム：上એഝ　ାਙ崡テン嵔崡 6864��　上એは崸崽ଢ଼༿ல上岼
ડએഝ、 ৣએഝ　63&&　హ౦࿗ಎ

ೕ上એタップல 0�¼ ��PPピッチ
外১ق:¼ 'PPك 400x500 600x500 800x600 1,000x700
¼ق　　　　　　 +PPك x100 [���
ଲષقNJك �� �� 45 56
࿌ൗ可能ସقNJك 70 65 ���
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22

D B

F

A

C

E

57

ૄ BB-S1-SPCC BB-S1-SUS
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ৺ ��、 ৺ 4
除振্ૄ ଆ振崜ム

ೕ 63&&　એ൏હ࿗ಎ૪৶ SUS304

外১ق:¼ 'PPك 400x500
¼ق　　　　　　 +PPك x48
ଲષقNJك 10
࿌ൗ可能ସقNJك ���

　ૄ A B C ' E )
67�;��� 440 368 515 ��� 156 ���

67�;��� 499 368 575 ��� 156 ���

※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

ି���ৈさق+PPكは૮ৎৈさです。　ି���࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。

ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ��+]　　�৺ 4��+]

த෫
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　　�৺ ���+]

電ଠ峝峽のഭ峩りಖ২は、 ਝ置する෫上、 ま峉は台上の振に୶さ
れ、 ਚのੑがਂ可能なৃ়があります。

ম௧৷除振台は、 電ଠ峝峽ঽ৬が峍ている振特ਙをઅൟし、 ৫さ
れ峉除振台で、 除振૩にৌし有効にଆૃ出ਟます。

ੀੂのத෫ ��嵇リをৰ現。 ৗ৫ 67�;ユニット఼৷で、 空ਞ峚峗と
等の除振ਙ能を成し峉崷イエン崱モ崯ル。

ೕをாまで崡リム৲。 ႀྰ崟崡テムのඝਙが௷ණに上します。
社大ু嵉ー崓ーのႀྰに崡嵆ートに崽ィットします。

%%�6�　電ଠ峝峽௧৷　　ಽ崜ム

67�;　ႀྰ௧৷　　コイル峚峗 嵣འഩਙ৬ള়嵆崎ント

ૄ 67�;���� 67�;����
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ৺ ���、 ৺ ���
除振্ૄ コイル崡プリン崘とའഩਙ৬をੌ峩়峹せ峉ള়嵆崎ント
ೕ كアル嵇ニ崎ムق����$ ૮電ੰニッ崙ル嵉ッ崕
外১ق:¼ 'PPك ���[��� ���[���
¼ق　　　　　　 +PPك ¼ كೕ部ق��
ଲષقNJك 5 6
࿌ൗ可能ସقNJك ع�� ��
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ૄ
63&&ೕタイプ 1'������63&& 1'������63&& 1'������63&&

686ೕタイプ 1'������686 1'������686 1'������686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ্�৺ ���　্�৺ ���
除振্ૄ 空ਞ峚峗
嵔嵁リン崘্১ ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲るঽ嵔嵁リン崘
空ਞஔ圧��03D� ��4

ೕ上એ
63&&ೕタイプ SPCC
686ೕタイプ SUS304

外১ �:¼ '¼ +PPك 800x600x750 1,000x850x750 �����[���[���
ೕ১��:¼ 'PP� 685x485 885x735 1,085x735
ଲષقNJك 170 ��� ���
࿌ൗ可能ସقNJك ���
હരષ ̷ ��崎嵔タンチューブ��P、 ಲু�崒崡、 4ઠ�コン崣ント、 崽ィルター嵔崖ュ嵔ータ

※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社に
ごৼৣさい。�����

1'

كೕ一部৫ଣق&�'1

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　　�৺ ���+]

ৈਙ能空ਞ峚峗に峲り、 ্ ���+] のಕ有振ਯが可能です。
ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲り、 ೕのを一に৳します。
ೕ上એは 63&& が標準で、 崡テン嵔崡 ك686ق は崒プ崟嵏ンになります。

1'　空ਞஔ كৈਙ能タイプق

除振௧৷にਝੑされ峉ৈྌਙ崯崡ク一৬のৈਙ能除振台です。

空ਞஔは৵コンプ嵔ッ崝ーなどのエアー源を৷い、 ঽに空ਞ峚峗嵔嵁ルを৹ତして嵔嵁ルを৳峋ます。
エアー源のਂ要な特ৈဃ崜ム峬ご৷ਔしています。 ࿌ൗするಎ置の崝イ崢と、 ごに়峹せてලに岴৭峝
い峉だ岻ます。
テーブルタップ ك:��������9ق を標準ಎしています。

ೕ上એが 686லの 1'、 &'�&'+、 ,' は、 ঽ圧力৹ତஓ ك9/$ق をૐরൾਞにಌする岽とに峲り、
クリーンルームでઞ৷する岽とができます。

৷ಥ　　ႀྰط電ଠ⎡ط႗さੑط૾ஓط௱ੑط0($ط ط670 ઌ২ஓط৾ৰୡط630
৬ਫ਼ਪಎ置طプロー崸ーط　　　　　

ૄ
63&&ೕタイプ 1'������&�63&& 1'������&��63&& 1'������&��63&& 1'������&��63&& 1'������&��63&& 1'������&��63&& 1'������&��63&&

686ೕタイプ 1'������&�686 1'������&��686 1'������&��686 1'������&��686 1'������&��686 1'������&��686 1'������&��686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ্�৺ ���　্�৺ ���
除振্ૄ 空ਞ峚峗
嵔嵁リン崘্১ ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲るঽ嵔嵁リン崘
空ਞஔ圧��03D� ��4

ೕ上એ
63&&ೕタイプ SPCC
686ೕタイプ SUS304

外১ �:¼ '¼ +PPك 800x600x765 1,000x850x765 �����[���[���
ೕ৫ଣએ১ �:¼ 'PP� 4��[4�� 400x500 500x600 600x500 400x500 500x600 600x500
ଲષقNJك 170 ��� ���
࿌ൗ可能ସقNJك 100
હരષ ̷ ��崎嵔タンチューブ��P、 ಲু�崒崡、 4ઠ�コン崣ント、 崽ィルター嵔崖ュ嵔ータ

崯崡ク崹ッ崟ブ除振台
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定盤開放部
-8060C

(単位:mm)

定盤開放部
-1085C1
(単位:mm)

定盤開放部
-1085C2
(単位:mm)

定盤開放部
-1085C3
(単位:mm)

定盤開放部
-1285C1
(単位:mm)

定盤開放部
-1285C2
(単位:mm)

定盤開放部
-1285C3
(単位:mm)

ND・CD　定盤一部開放型

65 400 335

11
5

42
0

65

65 500 435

11
5

60
0

13
5

65 600 335

11
5

50
0

23
5

65 500 635

11
5

60
0

13
5

65 600 535

11
5

50
0

23
5

65 400 535

11
5

50
0

23
5

65 400 735

11
5

50
0

23
5

機器を搭載する開放部（有効定
盤）のサイズにより作業部分のサ
イズを変更することが可能です。
作業スペースを広げることができます。

ૄ
63&&ೕタイプ &'������63&& &'������63&& &'������63&& &'+������63&& &'+������63&& &'+������63&&

686ೕタイプ &'������686 &'������686 &'������686 &'+������686 &'+������686 &'+������686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ্�৺ ���　্�৺ ���
除振্ૄ 空ਞ峚峗
嵔嵁リン崘্১ ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲るঽ嵔嵁リン崘
空ਞஔ圧��03D� ��4

ೕ上એ
63&&ೕタイプ SPCC
686ೕタイプ SUS304

外১ �:¼ '¼ +PPك 800x600x750 1,000x850x750 �����[���[��� 800x600x750 1,000x850x750 �����[���[���
ೕ৫ଣએ১ �:¼ 'PP� 700x450 900x700 1,100x700 700x450 900x700 1,100x700
ଲષقNJك 130 180 ��� 130 180 ���
࿌ൗ可能ସقNJك ���
હരષ ̷ ��崎嵔タンチューブ��P、 ಲু�崒崡、 4ઠ�コン崣ント、 崽ィルター嵔崖ュ嵔ータ

ૄ
63&&ೕタイプ &'������&�63&& &'������&��63&& &'������&��63&& &'������&��63&& &'������&��63&& &'������&��63&& &'������&��63&&

686ೕタイプ &'������&�686 &'������&��686 &'������&��686 &'������&��686 &'������&��686 &'������&��686 &'������&��686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ্�৺ ���　্�৺ ���
除振্ૄ 空ਞ峚峗
嵔嵁リン崘্১ ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲るঽ嵔嵁リン崘
空ਞஔ圧��03D� ��4

ೕ上એ
63&&ೕタイプ SPCC
686ೕタイプ SUS304

外১ �:¼ '¼ +PPك 800x600x765 1,000x850x765 �����[���[���
ೕ৫ଣએ১ �:¼ 'PP� 4��[4�� 400x500 500x600 600x500 400x500 500x600 600x500
ଲષقNJك 130 180 ���
࿌ൗ可能ସقNJك 140 100 ��� 100
હരષ ̷ ��崎嵔タンチューブ��P、 ಲু�崒崡、 4ઠ�コン崣ント、 崽ィルター嵔崖ュ嵔ータ

1'嵣&'ೕ一部৫ଣ
機ஓを࿌ൗする৫ଣ部ق有効ೕكの崝イ
崢に峲り部ীの崝イ崢をಌする岽とが可
能です。崡ペー崡をઁ岼る岽とができます。

※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。�����※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社に
ごৼৣさい。�����

&'

كೕ一部৫ଣق&�'&

ك崷ニ崓ムೕタイプق+�'&

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　　�৺ ���+]

ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲り、 ೕのを一に৳します。
崡嵆ート崯崞インでઞ৷空にୀਮ૮くྃ岻峪崯崡クタイプです
ೕ上એは 63&&が標準で、 崡テン嵔崡ك686ق は崒プ崟嵏ンになります。
岧崷ニ崓ムೕ࿌ൗの &'+に峎いて岨
　　　嵣 ೕ上એは、 0�タップ ��PPピッチを標準ಎ
　　　嵣 ೕએ৫ଣの峩となります

&'�&'+　空ਞஔقሑ৷タイプك
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ૄ ,'����� ,'����� ,'����� ,'�����
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ্�৺ ���　্�৺ ���
除振্ૄ 空ਞ峚峗
嵔嵁リン崘্১ ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲るঽ嵔嵁リン崘
空ਞஔ圧��03D� ��4
ೕ上એ SUS304
外১ �:¼ '¼ +PPك 770x535x750 670x785x750 970x785x750 1,170x785x750
ೕ১��:¼ 'PP� 685x435 585x685 885x685 1,085x685
ଲષقNJك 106 130 160 180
࿌ൗ可能ସقNJك ���
હരષ ̷ ��崎嵔タンチューブ��P、 ಲু�崒崡、 4ઠ�コン崣ント、 崽ィルター嵔崖ュ嵔ータ

崒プ崟嵏ン ྕഝৣق部ྕك 崒ペ嵔ー崟嵏ン台

ૄ
63&&ೕタイプ 6'������63&& 6'������63&& 6'������63&&

686ೕタイプ 6'������686 6'������686 6'������686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ্�৺ 4　্�৺ �
除振্ૄ ଆ振崜ム

ೕ
63&&ೕタイプ SPCC
686ೕタイプ SUS304

外১ �:¼ '¼ +PPك 800x600x750 1,000x800x750 �����[���[���
ೕ১��:¼ 'PP� 685x485 885x685 1,085x685
ଲષقNJك 80 ��� 150
࿌ൗ可能ସقNJك 160 130 ���
હരષ 4ઠ�コン崣ント

,'

,'৷崒プ崟嵏ン

6'

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　　�৺ ���+]

アジ嵋崡ター機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ 4��+]　　�৺ ���+]

。崒ペ嵔ー崟嵏ン台は、ంకにりહ岻可能で、்は���、���、4��PPから岴৭峝ຘ岻ますك�ି
※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。
※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。�����

ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲り、 ೕのを一に৳します。
ਙ能とコ崡トをয়させ峉崷イ崹崽崑ー嵆ン崡モ崯ルです。
ೕ上એは崡テン嵔崡ك686��4ق です。

※崒ペ嵔ー崟嵏ン台は、 崒プ崟嵏ンになります。
※ৣ部ྕഝは、 崒プ崟嵏ンになります。
※崒プ崟嵏ンで崒ペ嵔ー崟嵏ン台とྕഝがહ可能です。

特ৈဃଆ振崜ムを఼৷し峉嵉ンテナン崡崽リーの除振台です。
ೕ上એは 63&& が標準で、 崡テン嵔崡 ك686ق は崒プ崟嵏ンになります。

,'　空ਞஔ كコ崡トタイプق

6'　特ৈဃ崜ムقලಔタイプك
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定盤開放部
-8060C

(単位:mm)

定盤開放部
-1080C1
(単位:mm)

定盤開放部
-1080C2
(単位:mm)

定盤開放部
-1080C3
(単位:mm)

定盤開放部
-1280C1
(単位:mm)

定盤開放部
-1280C2
(単位:mm)

定盤開放部
-1280C3
(単位:mm)

SD　定盤一部開放型

65 400 335
65

47
0

65

65 500 435

13
0

60
0

70

65 600 335

15
0

50
0

15
0

65 500 635

13
0

60
0

70

65 600 535

15
0

50
0

15
0

65 400 535

15
0

50
0

15
0

65 400 735

15
0

50
0

15
0

機器を搭載する開放部（有効定
盤）のサイズにより作業部分のサ
イズを変更することが可能です。
作業スペースを広げることができます。

6'　ೕ一部৫ଣ
機ஓを࿌ൗする৫ଣ部ق有効
ೕكの崝イ崢に峲り部ীの崝イ
崢をಌする岽とが可能です。
崡ペー崡をઁ岼る岽とができます。

كೕ一部৫ଣق&�'6

※詳細১に峎きましては、એをごનੳください。�����※࿌ൗ可能ସはုに峲りৣがります。�����
※࿌ൗಎ置の|ੱਜ਼置がৈい|�nုが大きい|ৃ়はਊ社にごৼৣさい。�����

ૄ
63&&ೕタイプ 6'������&�63&& 6'������&��63&& 6'������&��63&& 6'������&��63&& 6'������&��63&& 6'������&��63&& 6'������&��63&&

686ೕタイプ 6'������&�686 6'������&��686 6'������&��686 6'������&��686 6'������&��686 6'������&��686 6'������&��686
ಕ有振ਯك[+ق ႄઉ্�৺ 4　্�৺ �
除振্ૄ ଆ振崜ム

ೕ
63&&ೕタイプ SPCC
686ೕタイプ SUS304

外১ �:¼ '¼ +PPك 800x600x765 1,000x800x765 �����[���[���
ೕ৫ଣએ১ �:¼ 'PP� 400x470 400x500 500x600 600x500 400x500 500x600 600x500
ଲષقNJك 80 ��� 150
࿌ൗ可能ସقNJك 110 80 90 100 70 80
હരષ 4ઠ�コン崣ント
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最先ഈの除振テ崗ノロジーを用いたஆ自設ੑのパッシ崾除振嵎崳ットで先進の৾実ୡ、৾装置の
能ৡを岬ますことな岹ਬきলします。

　　搭載する機器のಖ度、設置ಖ度（એಖ度）に岬峹せて৭峣る定ೕをڰタイプ岾用ਔ。
　　　　・高減衰ス崩ールコア定ೕ　ڹڽۈ　・高ྌ性軽量ス崩ールコア定ೕ　ڽۈ　・ᄃள定ೕ　ڸڻ　・લ定ೕ　ڼۈ
　　タップਸ工は、0���5PP50PP100PPピッ崩্ཽ岵ら৭උできます。峇の特殊ਸ工もഅります。
　　テー崾ルタップ（1009�1500:）を標準装備しています。

用ಥ
৾実ୡط႗岿ੑط状定器ط௱ੑط630ط670ط0($طரステージ

O6'　空気供給型（最高性能タイプ） スイングアーム式水平機ଡと崻ス崓スダンパーを搭載した高タイプ

垂直্の除振は、実ౚの岬るベロフ嵑ム্式。水平্の除振は従来্式を発ன
岿せたスイングアーム্式を採用した高性能サーボシステムです。スイングアーム式とは、
振のਉ৶とアームのශ岼ྌ性を応用した্式で、ベロフ嵑ムとのಡ用で岿らに高い性能
を実ਠしました。

全্ਜ਼ダンパーが、ઁ೧の振動をすば峮岹
減衰岿せます。空気ばねとはશに設置した
全্ਜ਼崻ス崓スダンパーが減衰ৡ調整の
自由度を高めます。また除振台の装置が

自動レベル調整機能 作動するৃ়でも定ೕのณれを最৵限に
固有振動数:垂直 約1.0Hz　水平 約0.5Hz お岿える工が岿れています。

OR3　空気供給型（高性能汎用タイプ） 嵂ンド嵑ム機ଡに減衰を付ਸした高性能汎用タイプ

空気ばねに嵂ンド嵑ム（振り）機ଡを採用した除振台で水平・垂直্ともに優れた
防振効果を発揮し、搭載機器のੱが高いৃ়でも、回ૡઈ動をକこ岿ない、すな峹峋
ઃのピー崗が生じない機ଡです。岿らに共振倍率約10ڷۓ（床のகの3倍）に抑えた
高減衰機能を備えています。空気ばね内部にૌ防ૃ機ଡも峇なえている高性能
空気ばね（$03）を採用。

自動レベル調整機能
固有振動数:垂直 約�.0Hz　水平 約1.4Hz

 OR'　空気供給型（汎用タイプ） ORシリーズをଐ、崻ス崓スダンパーを搭載した崳嵍ーモデル

O6'型にる除振特性を༵り、৾機器をはじめઁ೧のಖ密機器にઞ用岿れている、
オール嵑崎ンドタイプのサーボシステムです。
垂直্は、O6'型ベロフ嵑ム্式、水平্は特殊防振ゴムとベロフ嵑ムとの
ള়ଡୗ্式により、安定した除振特性が੭られます。

崻ス崓スダンパー搭載。

従来のエアーダンピングによる減衰の不ଌを補岰垂直্
自動レベル調整機能 崻ス崓スダンピングを搭載。共振倍率を低ৣ岿せ、作業効率
固有振動数:垂直 約1.�Hz　水平 約�.0Hz のアップを実ਠします。

定ೕ型除振台
最先ഈの除振テ崗ノロジーを用いたஆ自設ੑのパッシ崾除振嵎崳ットで先進の৾実ୡ、৾装置の
能ৡを岬ますことな岹ਬきলします。

　　搭載する機器のಖ度、設置ಖ度（એಖ度）に岬峹せて৭峣る定ೕをڰタイプ岾用ਔ。
　　　　・高減衰ス崩ールコア定ೕ　ڹڽۈ　・高ྌ性軽量ス崩ールコア定ೕ　ڽۈ　・ᄃள定ೕ　ڸڻ　・લ定ೕ　ڼۈ
　　タップਸ工は、0���5PP50PP100PPピッ崩্ཽ岵ら৭උできます。峇の特殊ਸ工もഅります。
　　テー崾ルタップ（1009�1500:）を標準装備しています。

用ಥ
৾実ୡط႗岿ੑط状定器ط௱ੑط630ط670ط0($طரステージ

O6'　空気供給型（最高性能タイプ） スイングアーム式水平機ଡと崻ス崓スダンパーを搭載した高タイプ

垂直্の除振は、実ౚの岬るベロフ嵑ム্式。水平্の除振は従来্式を発ன
岿せたスイングアーム্式を採用した高性能サーボシステムです。スイングアーム式とは、
振のਉ৶とアームのශ岼ྌ性を応用した্式で、ベロフ嵑ムとのಡ用で岿らに高い性能
を実ਠしました。

全্ਜ਼ダンパーが、ઁ೧の振動をすば峮岹
減衰岿せます。空気ばねとはશに設置した
全্ਜ਼崻ス崓スダンパーが減衰ৡ調整の
自由度を高めます。また除振台の装置が

自動レベル調整機能 作動するৃ়でも定ೕのณれを最৵限に
固有振動数:垂直 約1.0Hz　水平 約0.5Hz お岿える工が岿れています。

OR3　空気供給型（高性能汎用タイプ） 嵂ンド嵑ム機ଡに減衰を付ਸした高性能汎用タイプ

空気ばねに嵂ンド嵑ム（振り）機ଡを採用した除振台で水平・垂直্ともに優れた
防振効果を発揮し、搭載機器のੱが高いৃ়でも、回ૡઈ動をକこ岿ない、すな峹峋
ઃのピー崗が生じない機ଡです。岿らに共振倍率約10ڷۓ（床のகの3倍）に抑えた
高減衰機能を備えています。空気ばね内部にૌ防ૃ機ଡも峇なえている高性能
空気ばね（$03）を採用。

自動レベル調整機能
固有振動数:垂直 約�.0Hz　水平 約1.4Hz

 OR'　空気供給型（汎用タイプ） ORシリーズをଐ、崻ス崓スダンパーを搭載した崳嵍ーモデル

O6'型にる除振特性を༵り、৾機器をはじめઁ೧のಖ密機器にઞ用岿れている、
オール嵑崎ンドタイプのサーボシステムです。
垂直্は、O6'型ベロフ嵑ム্式、水平্は特殊防振ゴムとベロフ嵑ムとの
ള়ଡୗ্式により、安定した除振特性が੭られます。

崻ス崓スダンパー搭載。

従来のエアーダンピングによる減衰の不ଌを補岰垂直্
自動レベル調整機能 崻ス崓スダンピングを搭載。共振倍率を低ৣ岿せ、作業効率
固有振動数:垂直 約1.�Hz　水平 約�.0Hz のアップを実ਠします。

定ೕ型除振台

ೕ崹ッ崟ブ除振台

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　　�৺ ���+]

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ：ႄઉ�৺ ���+]　�৺ ��4+]

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ：ႄઉ�৺ ���+]　�৺ ���+]

崡イン崘アームૄ機構と崻崡崓崡崨ン崹ーを࿌ൗし峉ৈタイプ

ペン崱ラム機構にဃをહਸし峉ৈਙ能ሑ৷タイプ

25崟リー崢をଐ、崻崡崓崡崨ン崹ーを࿌ൗし峉ニューモ崯ル

ႄઉ্の除振は、ৰౚのある嵁ロ崽ラム্ૄ。্の除振はజਟ্ૄを
னさせ峉崡イン崘アーム্ૄを఼৷し峉ৈਙ能崝ー嵄崟崡テムです。崡イン崘アー
ムૄとは、振のਉ৶とアームのශ岼ྌਙを応৷し峉্ૄで、嵁ロ崽ラムとのಡ৷
でさらにৈいਙ能をৰ現しまし峉。

空ਞ峚峗にペン崱ラムق振りك機構を఼৷し峉除振台で嵣ႄઉ্と峬
に優れ峉ଆ振効果をมし、࿌ൗ機ஓのੱがৈいৃ়で峬、ૡઈをକ
岽さない、すな峹峋ઃのピークが生じない機構です。さらに共振૨৺��G%
に೪岲峉ৈဃ機能を岲ています。空ਞ峚峗部にૌ浮上ك෫のகの�ق
ଆૃ機構峬峇な岲ているৈਙ能空ਞ峚峗03$قюを఼৷。

26'にる除振特ਙを༵り、৾機ஓをはじ峫ઁ೧のಖഡ機ஓにઞ৷さ
れている、崒ールラ崎ン崱タイプの崝ー嵄崟崡テムです。
ႄઉ্は、26'嵁ロ崽ラム্ૄ、্は特ଆ振崜ムと嵁ロ崽ラ
ムとのള়構ୗ্ૄに峲り、し峉除振特ਙが੭られます。

崻崡崓崡崨ン崹ー࿌ൗ。

జਟのエアー崨ンピン崘に峲るဃのਂଌをଓ岰ႄઉ
্崻崡崓崡崨ンピン崘を࿌ൗ。共振૨をৣさ
せ、効૨のアップをৰ現します。

৸্ਜ਼崨ン崹ーが、ઁ೧の振をす峚
峮くဃさせます。空ਞ峚峗とは別にਝ置
し峉৸্ਜ਼崻崡崓崡崨ン崹ーがဃ力৹
ତのঽ২をৈ峫ます。ま峉除振台上の
ಎ置がするৃ়で峬ೕのณれを
ਈ৵に岴さ岲るੵがされています。

�26'　空ਞஔ كਈৈਙ能タイプق

253　空ਞஔ كৈਙ能ሑ৷タイプق

�25'　空ਞஔ كሑ৷タイプق

ਈഈの除振テク崶ロジーを৷い峉ஆঽਝੑの崹ッ崟ブ除振ユニットでਤの৾ৰୡ、 ৾ಎ置の
能力をあます岽となくਬき出します。

࿌ൗする機ஓのಖ২、 ਝ置ಖ২ كએಖ২ق にあ峹せて৭峣るೕをڰタイプご৷ਔ。
　　 嵣 ৈဃ崡チールコアೕ　ڹڽۈ　 嵣 ৈྌਙೄ崡チールコアೕ　ڽۈ　 嵣 ᄃளೕ　ڸڻ　 嵣 લೕ　ڼۈ
タップਸੵは、 0����PP ��PP ���PP ピッチ্ཽから৭උできます。 峇の特ਸੵ峬അります。
テーブルタップ ك:��������9ق を標準ಎしています。

৷ಥ
　　　　　　৾ৰୡط႗さੑط૾ஓط௱ੑط630ط670ط0($ط種崡テージ
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ORE　空気供給型（低コスト汎用タイプ） コストパフォーマンスを追及した充実モデルを更に性能をグレードアップ

工程数と部品点数を減らし生産コストを可能な限り抑えたエコノミータイプのサーボ
システムです。空気ばねは可変オリフィスを採用。
搭載機器の配置・質量に応じて固有振動数とダンピングを自由に調整することが
できます。

可変オリフィスによるダンピング制御。

空気ばねのダンピング性能を、床の条件および搭載機器
自動レベル調整機能 の特性に最適な状態にコントロールする可変オリフィスが
固有振動数:垂直 約1.5Hz　水平 約1.8Hz 4個付いています。

ORC　空気密封型（低コスト汎用タイプ） 密封式空気ばねを採用。空気源のないところで活躍する先進モデル

従来のサーボシステムに不可欠だった常時供給の空気源を必要としない、密封式空気
ばねを採用した除振台です。月に一回程度のエアー補給で済むため、メンテナンスの手
間がいりません。エアー封入用に高圧手押ポンプを標準装備しています。

高性能密封型空気ばね採用。

空気密封型   レベル調整機能
固有振動数:垂直 約4.5Hz　水平 約3.8Hz

ORR　高減衰ゴム型（低コスト簡易タイプ） 高減衰ゴムを採用。　作業性に優れた簡易除振台

内部減衰効果の大きい特殊防振ゴムを採用した除振台です。特殊防振ゴムは、共振
倍率の低減と衝撃時の残留振動の減衰に大きな効果を発揮し、作業性と安定性に
優れています。全シリーズ中、最も軽量でどこでも設置でき、移動も簡単な簡易除振台
です。

高減衰防振ゴム採用。

アジャスター機能
固有振動数　:　垂直 約9.0Hz　水平 約3.8Hz

ঽ嵔嵁ル৹ତ機能
ಕ有振ਯ：ႄઉ�৺ ���+]　�৺ ���+]

ু嵔嵁ル৹ତ　アジ嵋崡ター機能
ಕ有振ਯ：ႄઉ�৺ 4��+]　�৺ ���+]

アジ嵋崡ター機能
ಕ有振ਯ　： 　ႄઉ�৺ ���+]　�৺ ���+]

ৈਙ能ഡຆ空ਞ峚峗఼৷。

ৈဃଆ振崜ム఼৷。

コ崡ト崹崽崑ー嵆ン崡を୯し峉ౄৰモ崯ルをಌにਙ能を崘嵔ー崱アップ

ഡຆૄ空ਞ峚峗を఼৷。空ਞ源のないと岽峷でણඩするਤモ崯ル

ৈဃ崜ムを఼৷。ਙに優れ峉ලಔ除振台

可崒リ崽ィ崡に峲る崨ンピン崘౪。

空ਞ峚峗の崨ンピン崘ਙ能を、෫の੯岴峲峝࿌ൗ機ஓ
の特ਙにਈిな૾ଙにコントロールする可崒リ崽ィ崡が
4હいています。

25(　空ਞஔ كコ崡トሑ৷タイプق

25&　空ਞഡຆ كコ崡トሑ৷タイプق

255　ৈဃ崜ム كコ崡トලಔタイプق

ੵஙਯと部ષ点ਯをらし生ਓコ崡トを可能なり೪岲峉エコ崶嵇ータイプの崝ー
嵄崟崡テムです。空ਞ峚峗は可崒リ崽ィ崡を఼৷。
࿌ൗ機ஓのଦ置嵣ସに応じてಕ有振ਯと崨ンピン崘をঽに৹ତする岽とが
できます。

జਟの崝ー嵄崟崡テムにਂ可ಳだ峍峉ଞৎஔの空ਞ源を必要としない、ഡຆૄ
空ਞ峚峗を఼৷し峉除振台です。াに一ங২のエアーଓஔでੋ峪峉峫、嵉ンテナ
ン崡のুがいりませ峽。エアーຆো৷にৈ圧ু嵅ンプを標準ಎしています。

部ဃ効果の大きい特ଆ振崜ムを఼৷し峉除振台です。特ଆ振崜ムは、
共振૨のと衝撃ৎのଋ振のဃに大きな効果をมし、ਙと
ਙに優れています。৸崟リー崢র、ਈ峬ೄでど岽で峬ਝ置でき、峬ල
なලಔ除振台です。
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定盤型除振台　　仕様・寸法表　 ※型名指定は・・・・除振台型名（OSD、ORPなど）＋定盤サイズ記号＋定盤型名 （指定例）　OSD-1290-SH　 ORP-1075－SG

石 石 石

SHD SH SG SHD SH SG SHD SH SG SHD SH SHD SH SHD SH
1000×750×800 150 1075 180 160 430 180 160 430 150 130 140 120 1000×750×750 150 1075 140 120

1200×900×800 (770) 200 1290 360 330 710 270 240 620 270 240 620 230 190 220 190 1200×900×750 (720) 200 1290 220 180

1500×750×800 (770) 200 1575 280 250 810 280 250 810 240 210 230 210 1500×750×750 (720) 200 1575 230 200

1500×900×800 (770) 200 1590 400 370 1060 310 270 970 310 270 970 260 230 260 220 1500×900×750 (720) 200 1590 250 220

1500×1000×800 (770) 200 1510 430 390 1160 330 290 1065 330 290 1065 280 240 280 240 1500×1000×750 (720) 200 1510 270 220

1800×900×800 (770) 250 1890 450 410 1235 350 310 1140 350 310 1140 310 260 300 250 1800×900×750 (720) 250 1890 300 245

1800×1200×800 (770) 250 1812 530 470 1930 420 360 1825 420 360 1825 370 310 370 310 1800×1200×750 (720) 250 1812 360 300

2000×1000×800 (770) 250 2010 500 460 1835 400 340 1695 400 340 1695 350 300 350 290 2000×1000×750 (720) 250 2010 340 290

2000×1200×800 (770) 250 2012 560 500 2470 450 390 2365 450 390 2365 400 350 400 330 2000×1200×750 (720) 250 2012 390 330

2000×1500×800 (770) 250 2015 570 3010 470 1800 470 1800 420 410 2000×1500×750 (720) 250 2015 410

2400×750×800 (770) 250 2475 370 320 1810 370 320 1810 320 280 320 270 2400×750×750 (720) 250 2475 310 270

2400×900×800 (770) 250 2490 530 470 2255 430 370 2150 430 370 2150 380 320 370 310 2400×900×750 (720) 250 2490 370 305

2400×1200×800 (770) 250 2412 610 530 2895 510 430 1795 510 430 1795 470 390 460 380 2400×1200×750 (720) 250 2412 455 380

2400×1500×800 300 2415 770 3700 610 3545 610 3545 540 520 2400×1500×750 300 2415 515

3000×750×800 300 3075 500 440 2285 500 440 2285 440 380 420 370 3000×750×750 300 3075 420 360

3000×900×800 300 3090 700 630 2830 560 500 2695 560 500 2695 500 430 480 420 3000×900×750 300 3090 480 410

3000×1200×800 300 3012 880 790 3700 720 630 3540 720 630 3540 640 550 620 530 3000×1200×750 300 3012 615 525

3000×1500×800 300 3015 1010 4720 810 4410 810 4410 720 700 3000×1500×750 300 3015 695

3600×1200×800 300 3612 1050 940 4425 860 750 4235 860 750 4235

3600×1500×800 300 3615 1200 5495 970 5255 970 5255

4000×1200×800 500 4012 1150 1040 5595 1050 940 5495 1050 940 5495

4000×1500×800 500 4015 1210 6960 1110 6850 1110 6850

4200×1200×800 500 4212 6105 5850 5850

4200×1500×800 500 4215 7270 7175 7175

4800×1200×800 500 4812 7570 7470 7470

4800×1500×800 500 4815 10380 10280 10280

5400×1200×800 500 5412 9405 9245 9245

6000×1200×800 500 6012 10380 10275 10275

備考
1) SHの場合　高さHは( )内の寸法となります。
2) 石定盤の場合は、高さHが変ります。お問合せ下さい。
3) エアー供給のため0.5MPaの圧縮空気または窒素が必要です。尚ORC型は高圧手押しポンプによりエアー供給を行って下さい。ORR型はエアー不要です。
4) 上記以外のサイズの製作についてもご相談下さい。
5) B寸法1500のスチールコア定盤は非磁性ステンレス鋼板（SUS304）での製作となります。
6) 搭載可能質量は編荷重により下がります。

搭載
可能
質量
(kg)

定盤
サイズ
記号

OSD ORP
合計質量(kg) 合計質量(kg)

スチールコア スチールコア

定盤上面
幅×奥行×床からの高さ

(mm）
A B H

搭載
可能
質量
(kg)

定盤
サイズ
記号

スチールコア スチールコア スチールコア スチールコア

ORR
合計質量(kg) 合計質量(kg) 合計質量(kg)

ORD
合計質量(kg)

ORE ORC
定盤上面

幅×奥行×床からの高さ

(mm）
A B H

અ
���6+のৃ়　ৈさ+は�　�の১となります。
���લೕのৃ়は、ৈさ+がります。岴ਖ়せৣさい。
���エアーஔの峉峫���03Dの圧ೠ空ਞま峉はᄚಞが必要です。༌25&はৈ圧ুし嵅ンプに峲りエアーஔをষ峍てৣさい。　　　　
　　255はエアーਂ要です。
4��上੶ਰ外の崝イ崢のଲに峎いて峬ごৼৣさい。
���%১����の崡チールコアೕはశਙ崡テン嵔崡ഝك686��4قでのଲとなります。
���࿌ൗ可能ସはౣに峲りৣがります。

ೕ除振台　　ல 嵣১
※は嵣嵣嵣嵣除振台253、'26قなどٔكೕ崝イ崢੶ಀٔೕ　ق26　ك'������6+　253�����ٕ6*定盤型除振台　　仕様・寸法表　 ※型名指定は・・・・除振台型名（OSD、ORPなど）＋定盤サイズ記号＋定盤型名 （指定例）　OSD-1290-SH　 ORP-1075－SG

石 石 石

SHD SH SG SHD SH SG SHD SH SG SHD SH SHD SH SHD SH
1000×750×800 150 1075 180 160 430 180 160 430 150 130 140 120 1000×750×750 150 1075 140 120

1200×900×800 (770) 200 1290 360 330 710 270 240 620 270 240 620 230 190 220 190 1200×900×750 (720) 200 1290 220 180

1500×750×800 (770) 200 1575 280 250 810 280 250 810 240 210 230 210 1500×750×750 (720) 200 1575 230 200

1500×900×800 (770) 200 1590 400 370 1060 310 270 970 310 270 970 260 230 260 220 1500×900×750 (720) 200 1590 250 220

1500×1000×800 (770) 200 1510 430 390 1160 330 290 1065 330 290 1065 280 240 280 240 1500×1000×750 (720) 200 1510 270 220

1800×900×800 (770) 250 1890 450 410 1235 350 310 1140 350 310 1140 310 260 300 250 1800×900×750 (720) 250 1890 300 245

1800×1200×800 (770) 250 1812 530 470 1930 420 360 1825 420 360 1825 370 310 370 310 1800×1200×750 (720) 250 1812 360 300

2000×1000×800 (770) 250 2010 500 460 1835 400 340 1695 400 340 1695 350 300 350 290 2000×1000×750 (720) 250 2010 340 290

2000×1200×800 (770) 250 2012 560 500 2470 450 390 2365 450 390 2365 400 350 400 330 2000×1200×750 (720) 250 2012 390 330

2000×1500×800 (770) 250 2015 570 3010 470 1800 470 1800 420 410 2000×1500×750 (720) 250 2015 410

2400×750×800 (770) 250 2475 370 320 1810 370 320 1810 320 280 320 270 2400×750×750 (720) 250 2475 310 270

2400×900×800 (770) 250 2490 530 470 2255 430 370 2150 430 370 2150 380 320 370 310 2400×900×750 (720) 250 2490 370 305

2400×1200×800 (770) 250 2412 610 530 2895 510 430 1795 510 430 1795 470 390 460 380 2400×1200×750 (720) 250 2412 455 380

2400×1500×800 300 2415 770 3700 610 3545 610 3545 540 520 2400×1500×750 300 2415 515

3000×750×800 300 3075 500 440 2285 500 440 2285 440 380 420 370 3000×750×750 300 3075 420 360

3000×900×800 300 3090 700 630 2830 560 500 2695 560 500 2695 500 430 480 420 3000×900×750 300 3090 480 410

3000×1200×800 300 3012 880 790 3700 720 630 3540 720 630 3540 640 550 620 530 3000×1200×750 300 3012 615 525

3000×1500×800 300 3015 1010 4720 810 4410 810 4410 720 700 3000×1500×750 300 3015 695

3600×1200×800 300 3612 1050 940 4425 860 750 4235 860 750 4235

3600×1500×800 300 3615 1200 5495 970 5255 970 5255

4000×1200×800 500 4012 1150 1040 5595 1050 940 5495 1050 940 5495

4000×1500×800 500 4015 1210 6960 1110 6850 1110 6850

4200×1200×800 500 4212 6105 5850 5850

4200×1500×800 500 4215 7270 7175 7175

4800×1200×800 500 4812 7570 7470 7470

4800×1500×800 500 4815 10380 10280 10280

5400×1200×800 500 5412 9405 9245 9245

6000×1200×800 500 6012 10380 10275 10275

備考
1) SHの場合　高さHは( )内の寸法となります。
2) 石定盤の場合は、高さHが変ります。お問合せ下さい。
3) エアー供給のため0.5MPaの圧縮空気または窒素が必要です。尚ORC型は高圧手押しポンプによりエアー供給を行って下さい。ORR型はエアー不要です。
4) 上記以外のサイズの製作についてもご相談下さい。
5) B寸法1500のスチールコア定盤は非磁性ステンレス鋼板（SUS304）での製作となります。
6) 搭載可能質量は編荷重により下がります。

搭載
可能
質量
(kg)

定盤
サイズ
記号

OSD ORP
合計質量(kg) 合計質量(kg)

スチールコア スチールコア

定盤上面
幅×奥行×床からの高さ

(mm）
A B H

搭載
可能
質量
(kg)

定盤
サイズ
記号

スチールコア スチールコア スチールコア スチールコア

ORR
合計質量(kg) 合計質量(kg) 合計質量(kg)

ORD
合計質量(kg)

ORE ORC
定盤上面

幅×奥行×床からの高さ

(mm）
A B H
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ૄ $7���� $7���� $7�4�� $7���� $7����

১ $¼ �PPك)ق�% ���¼ ك���ق���� ���¼ ك���ق���� ���¼ ك��4ق���� ���¼ ك���ق���� 4��¼ ك��4ق���4
১�&¼ '�PP� ���¼ ��� ���¼ ���� ���¼ ��� ���¼ ��� ���¼ ���
১�+�PP� 148 148 170 170 170
હา১�)�PP ̷��� ̷��� ̷��� ̷��� ̷���
ସ�NJ� ��� 7 15 18 ��
࿌ൗ可能ସ�NJ　※ � 1,440 3,000 6,000 ����� 10,000
ಕ有振ਯ 嵣ႄઉ�：�৺ ���+]
嵔嵁リン崘্ૄ ঽ嵔嵁ル৹ତஓに峲りをします
ஔ圧力�03D ع��4 ���
હരષ 崽ィルター嵔崖ュ嵔ータق�ك、 ̷��崎嵔タンチューブق��Pك、 ಲুق�ك

嵁ロー崢ૄ空ਞ峚峗　$7 崟リー崢
ৈச崡テージに峬ৌ応可能なৈਙ能空ਞ峚峗です。

嵁ロー崢্ૄを఼৷し峉空ਞ峚峗岣$7崟リー崢岤 はに়峹せて �種類を৷ਔして岴り、 ੌ়せに峲り ���トンをத岲るத大ಎ置を
࿌ൗ可能です。
嵣ႄઉと峬優れ峉除振ਙ能を有し、 空ਞ崸崵部にဃ機構峝ૌ浮上ଆૃ機能をਝ岻ているのでコン崹クトです。
ঽ嵔嵁ル৹ତஓとੌ峩়峹せてઞ৷するので崡テージの峮嵗ークのが峹峍て峬ೕ �એю を一のৈさに৳峋ます。
ິ୲ਙのਘい特崜ムをઞ৷しているのでৈச崡テージに峬ৌ応可能です。 ಎ置に়峹せて機種৭峬അります。

嵣ႄઉ共に大崹ッ崟ブユニットর、 ਈ峬優れ峉除振ਙ能を有しています。
空ਞ峚峗部にဃ機構峝ૌ浮上ଆૃ機構をしています。
コン崹クトでሞ峎ৢଞの空ਞ峚峗には૮いৈいဃਙ能を有しています。
ິ୲ਙのਘい特崜ムを఼৷しৈச崡テージに峬ৌ応可能です。
$7崟リー崢をੌ峽だ除振台 �崽嵔ーム ю峬ଲ可能です。

৬ਫ਼ਪಎ置　ط　電ႀྰ�6(0�7(0�　ط　ัအਫ਼ਪಎ置　ط　தಖഡਸੵ機　ط　ัအリペアಎ置

除振台にಎା૾ଙ

※��　除振台としての標準構成は、4ユニット��台となります。রのਈ大கは、等ሞ峎の૮いときにి৷できます。

特長ٹ

৷ಥٹ

லٹ

振૨ٹ
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ૄ
ಅઍ �1� ১ �PP�

圧ೠ্ せ峽্ A B C D E F G H J
13&���� ����� �4� 138 ��4 ��� �� �� �� 6 0���さ �� ��
13&�4�� ����� 4�� ��� ��� 173 �� �� �� �� 0���さ �� ��
13&���� ���4� ��� ��� ��� �4� 138 �� �� �� 0���さ �� ��
13&����� ������ ����� ��� ��� ��� ��� �� �� �� 0���さ �� ��
13&����� ������ ��4�� ��� ��� 338 ��� �� �� 6 0���さ �� ��
13&����� ���4�� ���4� 4�� 4�� 4�� ��� �� �� 6 0�4�さ �� ��

ૄ
�あ峉りのတ 空ਞຆো

હ岻ৈさ �PP�
空ਞ圧力
�0SD�ك1ق �NJIك

13&���� ع��� ����� ع�� ���

��� ع���4 ����

13&�4�� ع����4 ��4�� ع��� ���
13&���� ���ع�4 ����� ع��� ���
13&����� ���ع�� ���4� ع��4 �����
13&����� ع����� �4���� ع��� ��4��
13&����� ع������ ������ ع����� �����

+7
��

)

(
（

浮
上

時
）

*

ゴムシート t1下金具

上金具

空気室
補強リンク゛

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

ＡＢ

（
３

６
）

４－Ｊ

Ｈ

 ゴム

ഡຆૄ空ਞ峚峗ڸۅۃ كニュー嵆クッ崟嵏ンق 崟リー崢
空ਞ峚峗とଆ振崜ムの特長を峋、 ଆ振崜ム峲りৈဃをมします。 しか峬りඞいがලです。

ユニットタイプの空ਞ峚峗 岣13& 崟リー崢岤 はに়峹せて �種類を৷ਔして岴り、 ੌ়せに峲りਯトンのಎ置を࿌ൗ可能です。
ଆ振崜ムと空ਞ崸崵্の特長を峋、 ಕ有振ਯとৈいဃਙ能をมします。
ಎ置に়峹せて機種৭峬അります。

ঽ嵔嵁ル৹ତஓとੌ峩়峹せ峉૾ଙ

ൗせるಎ置峢の振ೄに峬、振を生する機༊のଆ振੍に峬ઞ৷可能です。
ใਝಎ置のહ岻ユニットとして、୯ਸੵ૮しで峬ੌ峩出ਟます。
空ਞഡຆૄなのでコンプ嵔ッ崝等の空ਞ源がਂ要です。ق崷ン崱嵅ンプは崒プ崟嵏ンで準ك
ঽ嵔嵁ル৹ତஓをಡ৷すると、ಎ置崡テージがし峉り、嵗ークが大きく৲し峉ৃ়で峬િ౪が可能です。

ਓ機༊قৈசプ嵔崡、ਸ振ஓ、大コンプ嵔ッ崝ー、空৹機、ೝ出成機ط　ك　ಖഡਸੵ機　ط　ಖഡஓ

。တの೧でのごઞ৷を岴ൢいします。ま峉、૮ৎにエアをোれないでくださいكି

特長ٹ

৷ಥٹ

லٹ

ஷ



૨

ك%Gق

ఢణਯك[+ق

振૨ٹ

⋇空ਞຆোઠ※崷ン崱嵅ンプ等でエアーஔ

ك嵗ンタッチಲুலに峬ৌ応して岴りますق
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ૄ $03�4� $03��� $03����

外১ �PP� �4�¼ �4�¼ ���+ ���¼ ���¼ ���+ ���¼ ���¼ ���+

࿌ൗ可能ସ NJ�※ � ع��� ��� ع��� ����� ع��� ��4��

ಕ有振ਯ ع������ ���+]��嵣��ႄઉع������ ���+]

ஔ圧力 ع��4 ����03D

ৈਙ能空ਞ峚峗ユニット�$03 崟リー崢
ペン崱ラム機構の఼৷に峲りಕ有振ਯ、 共振૨の空ਞ峚峗です。 ঽ嵔嵁ル৹ତஓが標準ಎなので、
ಎ置ੌ峩がઍಔなユニットタイプです。

ユニットタイプの空ਞ峚峗 岣$03 崟リー崢岤 はに়峹せて �種類をラインナップしています。
標準崣ットは �ૄあ峉り空ਞ峚峗 4 嵞、 ঽ嵔嵁ル৹ତஓ � 嵞の構成となります。

$03崟リー崢をੌ峽だ除振台 �崽嵔ームك

ಕ有振ਯ　 �������+]、 ႄઉ 。۩ڽ������� 　共振૨ ����G%。
ৈいဃ機能を岲ているನ、 ࿌ൗ機ஓのੱがৈいৃ়で峬ૡ振を౪し、 ࿌ൗ機ஓのਙをଐに৳峋ます。
空ਞ峚峗にペン崱ラム機構を఼৷する岽とに峲り �ঽ২৸てに優れ峉除振効果をมします。
ૌ浮上ଆૃ機構をしています。

電ႀྰ0���670($���ك0)6、0)7ق���৾ৰୡಎ置���௱ੑ

※��　除振台としての標準構成は、4ユニット��台となります。রのகは、4ユニットで、等ሞ峎の૮いときにి৷できます。
ك標準崣ットは�ૄあ峉り空ਞ峚峗4嵞、ঽ嵔嵁ル৹ତஓ�嵞の構成ですق

特長ٹ

৷ಥٹ

லٹ

振૨ٹ
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クリーンルームཱ台

クリーンルームの崽リーアク崣崡෫はೄ৲の峉峫アル嵇崨イ崓崡トでଲされ、峇れを੍する࿄部峬振にৌしてৠしてਘいとは
岲ませ峽。

ఢ೧の外ೊ振をಎ置に岲峮すい峉峫、振崡ペックのడしいৈಖ২なಎ置をਝ置し峲岰とし峉ৃ়、୦らかの振ৌੁをৰ
する必要があります。

ま峉、ସの大きなಎ置をਝ置し峲岰とし峉ৃ়、ಎ置を੍する峉峫のྌਙཱ台が必要になる崙ー崡峬あります。

崽リーアク崣崡෫ৣの૦ો構ୗ峮ଦଵなどのਝ置૾யに়峹せ峉崽嵔ームਝੑをし、ಎ置崡ペックに়峹せ峉除振要ಞをੌ峩়峹
せて、ਈిな崟崡テムをご੧します。

෫એと一એとなるなਝ置が可能で、 クリーンルームにす峍きりと崽ィットします。
振崡ペック峮ସに়峹せてਝੑされる除振ཱ台は、 岴の大হなಎ置をਘ力に崝嵅ートします。

崽リーアク崣崡෫ৣ峢とし峩、෫એと一એとなるにਝ置が可能です。

ਝ置されるಎ置の振崡ペックに়峹せ、ྌਙཱ台からアクティブ除振台までਈిな崟崡テムをご੧します。

ਝ置ৃਚ৹ਪ嵣ਝੑ嵣ଲ嵣ဦোਝ置までを一ฮしてৰします。

ଲೕの峉峫、ಎ置ಕタップなどのਸੵがઍಔですのでਘಕなິ൜ಕが可能となります。

৬ଲୗ嵣ਫ਼ਪಎ置などクリーンルームにਝ置されるあら峰るಎ置。

崽リーアク崣崡崽ロアق෫كにਝ置されるಖഡ機ஓ。
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重心点支持により実現できる理想的な除振システムで、質量500トンを超えるピット型除振台もご提供可能です。

ピット型除振台とは図１に示すように機器設置床にピット（穴）を作り、その内部に空気ばねで支持された架台を設けた除振システムです。
この架台を含む機器全体の上下方向の重心位置と、空気ばねの位置を一致させます。空気ばね式除振台では最高の除振性能を発揮
します。架台の質量は、一般に機器質量の8～10倍程度となります。
設置場所の事前調査、装置に合わせた最適設計、製作、搬入据付まで、一貫して行なうので安心です。

図1　 ピット型除振台
除振特性

ピット型除振台では、重心位置で支持することにより、安定したばね系を得ることが出来るため、固有振動数を非常に低く設計する
ことが可能です。
パッシブ方式では、1Hz付近の周波数から除振効果が現れ、十分な剛性を持つ架台を設けているため、広い周波数帯で良好な
除振特性が得られます。（図2を参照）
さらにアクティブ方式では、フィードバック制御により、パッシブでは避けられない共振現象を無くすことが可能で全周波数帯で除振
効果を得ることが出来ます。（図3参照）
この事により、1Hz以下に大きな振動を持つ埋立地などの軟弱地盤でも対応する事が可能になります。

図2 振動伝達関数（パッシブ方式） 図3 振動伝達関数（アクティブ方式）

特⾧

理想的な重心点支持が可能です。
外力に対しても強い構造です。
除振台が床面に出ないので、全体の収まりが良くなります。
恒久的な設備となり、⾧期的な使用が可能です。
建屋新設の場合に適しています。高層階でも実績があります。
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特⾧

理想的な重心点支持が可能です。
外力に対しても強い構造です。
除振台が床面に出ないので、全体の収まりが良くなります。
恒久的な設備となり、⾧期的な使用が可能です。
建屋新設の場合に適しています。高層階でも実績があります。

ピット型除振台ピット除振台

ピット除振台とは１にંす峲岰に機ஓਝ置෫にピットقาكをり、峇の部に空ਞ峚峗で੍され峉ཱ台をਝ岻峉除振崟崡テムです。
岽のཱ台をஅ峪機ஓ৸৬の上ৣ্のੱਜ਼置と、空ਞ峚峗のਜ਼置を一ಱさせます。空ਞ峚峗ૄ除振台ではਈৈの除振ਙ能をมします。
ཱ台のସは、一ಹに機ஓସのع���ங২となります。
ਝ置ৃਚのহ৹ਪ、ಎ置に়峹せ峉ਈిਝੑ、ଲ、ဦোྚહまで、一ฮしてষな岰のでੱです。

�　�ピット除振台

ੱ点੍に峲りৰ現できる৶୳な除振崟崡テムで、 ସ ��� トンをத岲るピット除振台峬ご可能です。

ピット除振台では、ੱਜ਼置で੍する岽とに峲り、し峉峚峗௺を੭る岽とが出ਟる峉峫、ಕ有振ਯをశଞにくਝੑする岽とが可
能です。
崹ッ崟ブ্ૄでは、�+]હのఢణਯから除振効果が現れ、ેীなྌਙを峎ཱ台をਝ岻ている峉峫、ઁいఢణਯఝでଐな除振特ਙ
が੭られます。ق�をසك
さらにアクティブ্ૄでは、崽ィー崱崸ック౪に峲り、崹ッ崟ブではೂ岻られない共振現象を૮くす岽とが可能で৸ఢణਯఝで除振効果を੭る
岽とが出ਟます。ق�සك
岽のহに峲り、�+]ਰৣに大きな振を峎ඇয়などのໞൠೕで峬ৌ応するহが可能になります。

৶୳なੱ点੍が可能です。
外力にৌして峬ਘい構ୗです。
除振台が෫એに出ないので、৸৬のઽまりがଐくなります。
ເ୲なਝとなり、長なઞ৷が可能です。
૦ોৗਝのৃ়にిしています。ৈಽమで峬ৰౚがあります。

��振૨ق崹ッ崟ブ্ૄك ��振૨قアクティブ্ૄك

除振特ਙٹ
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お客様の大切な除振台からその周辺機器まで、面倒な移設作業も、昭和サイエンスがサポートします。

移設中 移設後

納品させて頂いた除振台の移設の計画が御座いましたら、是非ご相談下さい。
除振台に装備されている精密除振ユニットは、デリケートな部品です。
特に、除振台の要である空気ばねは、取り扱いを誤ると破損に繋がります。
昭和サイエンスの除振専門スタッフが、お客様の除振台を丁寧に移設致します。
移設先での除振台の再セッティング、調整まで行いますので安心です。

環境測定を行ない周波数分析する事で、振動・騒音を見える化。
振動、騒音問題でお困りの際は、お気軽にご相談下さい。

クリーンルーム等の精密装置が嫌う微細な床振動から、立体駐車場等で発生
する大きな振動まで、ニーズに合わせた様々な振動測定、騒音測定が可能です。

例えば…
・新規装置を導入するにあたり、設置環境（振動、騒音）を調査したい。
・既存の設備が、振動もしくは音の影響を受けているように思われる。
・装置を増設した等、周辺環境の変化により、装置のエラーが頻繁になった。

このような事をご検討されているユーザーの皆様へ、装置仕様に合わせた
測定から解析まで行ない、その結果に基づく除振対策をご提案させて頂きます。
⾧年にわたる経験、そこから得られた技術を基に、トータル除振アドバイザーとして
貴社をバックアップ致します。

特⾧

装置設置前の測定であれば、事前に設置環境を把握でき、無駄な時間を費やさず
対策の有無を検討できます。（装置設置後だと、装置の撤去等のロスタイムや余計なコストが発生する。）

装置設置後であっても、原因が振動や騒音であれば、測定し、周波数分析をする事で的確な対策を施す事が可能です。

振動、音響の解析は、周波数分析を行うので、装置スペック表と照らし合わせることで、どの周波数が装置に悪影響を
与えているのか明確になります。

振動、騒音対策について豊富な経験に基づき、的確にアドバイス致します。

振動測定・騒音測定
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移設サポート
ਝ崝嵅ート

振 嵣ఠ

ವષさせてຘい峉除振台のਝのੑがご峀いまし峉ら、ชశごৼৣさい。
除振台にಎされているಖഡ除振ユニットは、崯リ崙ートな部ષです。
特に、除振台の要である空ਞ峚峗は、りඞいをෙるとにᇽがります。
ೣਮ崝イエン崡の除振௧崡タッ崽が、岴の除振台をഛႠにਝಱします。
ਝでの除振台のગ崣ッティン崘、৹ତまでষいますのでੱです。

୭をষないఢణਯীෲするহで、 振 嵣ఠをৄ岲る৲。
振、 ఠਖで岴りのは、 岴ਞೄにごৼৣさい。

クリーンルーム等のಖഡಎ置が岰細な෫振から、য়৬ৃ等で生
する大きな振まで、ニー崢に়峹せ峉رな振、ఠが可能です。

岲峚ؼ
嵣ৗૠಎ置をোするにあ峉り、ਝ置୭ق振、ఠكを৹ਪし峉い。
嵣ใோのਝが、振峬しくはఠの୶をਭ岻ている峲岰にઓ峹れる。
嵣ಎ置をੜਝし峉等、ఢఈ୭の৲に峲り、ಎ置のエラーがᄄ෬にな峍峉。

岽の峲岰なহをごਫ਼ୈされているユー崞ーの峢、ಎ置லに়峹せ峉
からੰෲまでষない、峇の果に੦峏く除振ৌੁをご੧させてຘきます。
長ফに峹峉る৽ୡ、峇岽から੭られ峉ૼを੦に、トータル除振ア崱崸イ崞ーとして
社を崸ックアップಱします。

岴の大જな除振台から峇のఢఈ機ஓまで、 એなਝ峬、 ೣਮ崝イエン崡が崝嵅ートします。

ਝর ਝ

ಎ置ਝ置のであれ峚、হにਝ置୭をཔでき、૮ྤなৎをા峮さ峄
ৌੁの有૮をਫ਼ୈできます。قಎ置ਝ置だと、ಎ置のඏு等のロ崡タイム峮ੑなコ崡トが生する。ك

ಎ置ਝ置であ峍て峬、ਉが振峮ఠであれ峚、し、ఢణਯীෲをするহでનなৌੁをすহが可能です。

振、ఠのੰෲは、ఢణਯীෲをষ岰ので、ಎ置崡ペックとසらし়峹せる岽とで、どのఢణਯがಎ置にப୶をଖ岲ているのかનに
なります。

振、ఠৌੁに峎いて௹୕な৽ୡに੦峏き、નにア崱崸イ崡ಱします。
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�'�&$' に峲る構ୗੰෲ峮峇の応৷

崒ールイン嵗ン崹ッ崙ージ

有要ಞ১ك0)(قとは、ৌ象を৵でෞな要ಞのૐ়৬と峩なして要ಞにীસし、要ಞごとのੰෲをষい৸৬のの๚கを
峫る峬のです。
有要ಞ১では、ੰෲৌ象をෞな要ಞの嵔嵁ルまでীસしてੰෲをষ岰峉峫、ੑৌ象が৸৬としてはളහな૾峮ਙସを峍ていて峬
ૻຎලにੰෲが可能です。ま峉、峲り細かい要ಞ峢とীસすれ峚する峥ど、ੰෲಖ২が上します。
�'モ崯ルでଲષを成する岽とに峲り、ଲષのಕ有கقఢణਯك、ಎ置にがෳか峍峉ৎの応力、峉峹峩などを崟嵇ュ嵔ー崟嵏ンする岽とが可
能です。
ੰෲをষ岰岽とに峲り、ଲષのൠ点のৄなどৈ২なଲષにખできます。ৰのଲષをଲする岽となくଲષ峢のがෳかるৃਚの特
が可能になり、৸ਙのਫ਼ୈが可能です。౫ସقள峮アル嵇などكをಌし峉ੰෲがす岺にষ岰岽とが出ਟます。
૾峮ௐ峩のಌなど峬す岺にষ岲ます。

振ৌੁをす上で大જなのは、ેীなহ৹ਪをষ岰হです。
ৰの除振崟崡テムোにあ峉峍ては、੦মに現ৃの振からষいます。
ま峄௧のૼ崡タッ崽が現ৃを振し、崯ータをఢణਯীෲします。
岽岽で੭られ峉振ੰෲ崯ータを੦に、岴の்ઁいニー崢をઅൟし峉上で、現ৃに嵁崡ト嵆ッチし峉除振崟崡テムをਝੑし、ごします。
ਝੑし峉除振台峮ଆ振ཱ台のਝ置、ྚહ岻峬、ೣਮ崝イエン崡に岴ભせৣさい。
クリーンルーム峮、ଢ଼ਚをはじ峫、大৾、峇の、رなৃਚで岴がੱしてごઞ৷ຘ岻る峲岰、ೣਮ崝イエン崡が崝嵅ートಱします。

有要ಞ১ ك0)(ق を৷い峉گ'�&$' に峲るੰෲ

হの振ੰෲ。 　ੰෲを੦にし峉嵁崡トਝੑ。 ਝ置 嵣ྚહ岻まで崝嵅ート。
৸てを崒ールイン嵗ン崹ッ崙ージでষ岲るのでੱ。

ಌੰෲ

হの振ੰෲ 岴のニー崢をઅൟし峉ਝੑ
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৸にঢ়するごିਔ：ごઞ৷にඞいହછなどを峲く岴ഭ峩の上、ਫしく岴ઞいください。

※੶ൗされているઍは、ઔ૮くಌするৃ়があります。 ※૮ૡൗ嵣ૡ৷をరૃします。
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